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プロローグ




「……ふ、ぁッ──」

　窓の外には吸い込まれそうな星々の輝き。

　夜空とを隔てるガラスを曇らせる吐息は、蓮はす田だ真ま璃り香かの唇から絶え間なくもれ聞こえる喘ぎによるものだ。窓の下に張り出したタイルの上に手をついた真璃香は背後から伸びる男の大きな手に裸体をまさぐられている。腿の付け根に沿って腰まで上ってきたそれは、真璃香の下半身を覆う拘束具越しに敏感なところを撫でた。

「ッ……」

　がっちりと秘めた場所を守るその名を──貞操帯という。

「邪魔だなあ」

　耳元で男の気だるげな声がした。

「ぁ、ッ……」

　その声にすら感じ入るように、真璃香は喘ぐ。

「これ、外しちゃおうよ。鍵は君が持ってるんでしょ？」

　するりともう片方の手が太腿を撫で上げ、そのまま脇腹を通って剥き出しの乳房をこねた。びくん、と真璃香の背がしなる。

　男は器用に指先を使い、柔らかな胸を弄ぶ。

「ぃや、ッあ」

　何度もそこを揉まれ、真璃香は淫らに体をよじった。

　愛撫するごとに淫猥な形へと変わる乳房の触り心地は彼の嗜虐心をそそったらしい。くすくすと笑い、しつこくそこを攻めてくる。

「君のここ、すごく柔らかくてたまらないね。いつまでも触っていたくなる」

　ざぱん、と湯が波打つ音がして男がぴたりと背後に寄り添う感触があった。直接、肌に当たる男のみずみずしい筋肉の感触と体温を感じて、真璃香は頬を赤らめた。

「ぁ……」

　ぴたりと耳元に当てられた唇がささやきを吹き込む。

「男にこうされるの、初めて？　真面目そうだもんね。恥ずかしがってる顔がすごくそそるよ」

　顎をとられ、振り返らされたすぐ間近に男の整った顔があって真璃香はどきりと息を呑む。高い鼻梁に涼やかな目元。薄っすらと色づく形の良い唇に浮かぶのは、甘い誘惑の微笑み。

　宇う能のう壬み涼すず──二十五歳になる彼は、この高級タワーマンションのオーナーだ。祖父に不動産王と名高い大富豪の宇能百もも太たを持つ、超のつくお金持ちである。

　その最上階にある彼のプライベートルームに呼ばれた真璃香は服を脱がされ、有無を言わさずに浴室へと連れ込まれて今に至る。

「あ、ぁ」

　執拗に胸を愛撫されているうちにぞくぞくとする快感が下半身に生まれ、真璃香は堪えるように目を閉じた。その間にも、壬涼の手は動きを速めていく。背後から抱きすくめられるような格好で、両手を使って左右の乳房を揉みしだかれ、言いようのない感覚に喉をそらして身悶える。

「や、あぁ、ッぁ」

「かわいい」

　ちゅ、と耳朶を唇で吸われる。

（なんで、私、こんな目に……ッ）

　はぁ、と苦しい息を吐き出して、真璃香は自分をこんな境遇に陥れた友人を呪った。本当は彼女がこうなるはずだったのだ。なのに、寿退社してしまった彼女の代わりに急遽、同期の真璃香に白羽の矢が立った。

「壬涼、さん……ッ、やっぱりこんなの、おかしい……です……！　私、こんなお仕事だとは思ってなか、ひゃッ──」

　くい、っと乳首を摘ままれ、思わず悲鳴が出てしまう。

「やだ、やッ……」

「やだなあ、ちゃんと契約書に書いてあったでしょ？」

　くすりと笑った男は、防水用のケースに入れた一枚の書類を真璃香の前に見せる。

「甲は乙をこのマンションの管理人として雇用し、乙はその仕事に従事する。なお、通常業務の他にオーナーである宇能壬涼の性欲管理もその業務に含まれる」

　窓際に置かれたそれを、真璃香は見ていられなかった。

　壬涼がぎゅっ、と背後から真璃香の体を抱きしめ、熱い吐息を耳に吹きかけたからである。

「ぁ──」

「でも、残念な項目もあるね。ただし、本番だけは厳禁。乙は常に貞操帯を身に着け、この鍵は甲側の立会人が所持すること」

「ひぁ、あッ」

　首筋を甘く噛まれ、真璃香はびくびくと腰を揺らす。

「ねえ、辛くない？　ひどい契約だよね。どれだけ気持ちよくしてあげても、これがある限り、君の中には入っていけない」

　再び、男の指先が真璃香の陰部を鋼の拘束具越しにさすった。羞恥に耐えきれず、涙がこみ上げる。このような器具をつけられ、体をなぶられ、なんという拷問だろうか。

（恥ずかしくて死にそう……！）

　真璃香が羞恥に涙を呑む間にも、壬涼の愛撫はエスカレートしていく。抱きすくめたまま太腿の辺りを手のひらで撫で擦り、きわどい所を指先でなぞる。

「ゃ、あ……っ」

　じんわりとした熱さをともなう感覚が脚の付け根に生まれ、そこが湿っていくのを真璃香は自覚した。

「感じてるね」

　壬涼は真璃香の首筋に舌を這わせながらシャワーに手を伸ばす。すぐに湯音がして、シャワーから出た湯が浴室を濡らしていった。

「触れないんだから、こうするしかないよね？」

　微かに笑う気配があったと思った途端、無防備だった下半身にシャワーの湯が下から当てられる。

「やッ──」

　びくん、と真璃香は背を反らせて逃げようともがいた。

「ゃ、ひぁ、あッ！」

「なんで？　気持ちよくない？」

　壬涼は可愛い抵抗をいなし、真璃香の左腿を左手で軽く抱え上げる。そうして左右に開いた秘部へとシャワーヘッドを近づけた。

「んぁ、やッ……ぁ、あッ」

　温かい飛沫が感じやすくなっている部分を刺激する。

　自分の腕の中でびくびくと悶える真璃香を、壬涼は満足そうな顔で見つめている。最高の玩具を手に入れた無垢な子どものような笑みだった。
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「やめ、も、ぁッ、や、あッ──」

　こらえきれないほどの感覚が下半身からせり上がってくる。真璃香は目じりに涙をためて、懇願するように頭を左右に振り乱した。

「私、こんなのッ……耐えられな、ぁ、ッあ」

「少しずつ覚えていけばいいんだよ。なにも恥ずかしいことじゃない。ほら、俺だってこんなになってるんだから」

「──ッ」

　腰に擦り付けられる固くて熱いものの正体に気づいた真璃香は言葉を呑み、耳まで紅潮させた。それはもう、すっかりそそり立ち、ぬるりとした液体まで滴らせている……──。

「どうしようかな。口か、脚か」

「ぁ、ふッ」

　壬涼はシャワーを戻すと、空いた指を真璃香の唇に這わせた。そこを指の腹で擦ってから歯列を割って中へ侵入させる。突然に口へ含まされた男の指をどうしていいのかわからず、真璃香は泣きそうな声を漏らす。

「んぁ、あ、ッン……！」

　飲み込み切れなかった滴しずくが唇からこぼれ、胸元に滴り落ちた。ぬるりとした唾液の滑りを借りた男の手のひらが乳房を揉みつぶすように行き来する。

「ン、ッあ」

　ようやく指を引き抜かれ、真璃香は荒い息を繰り返す。

「ん──……ッ」

　だが、唾液で濡れた男の指が太腿の内側に触れた途端、びくんと背をしならせた。

「壬涼、さ……ッ、あ」

　そこを丹念に唾液で濡らした壬涼は、真璃香の腰をぐいと引き寄せてその脚の合間に屹立した己を挟み込ませる。触れた肌からぞくっ、と背筋を迸った淫らな感覚に真璃香はおののいた。

「ぁ、やッ」

　身じろぎすると、男の形がリアルに伝わってくる。

「動くよ」

　壬涼は甘くささやき、言葉通りに腰を前後に振り始めた。

「や、ぁ、あッ！」

　タイルの上に手をつき、腰を突き出した格好で真璃香は羞恥に濡れた声を上げる。唾液で滑りをよくされたそこは壬涼の動きを助け、ほどよい摩擦を与えてしまっているようだ。

「こんなの、やめてッ、やぁ、あッ──！」

「どうして？　気持ちよくない？」

　壬涼は舌で真璃香の耳朶をなぶる。

「私、こんな──こんな──ッ」

　信じられない思いで、真璃香は喘ぎ続ける。

　ほんの少し前まで、どこにでもいる普通の派遣社員だったはずの自分。高校を出て地元の不動産代理店に雇われ、それなりにちゃんと働いてきたつもりだ。

　もちろん恋愛にはそれなりに興味はあったものの、いい子から逸脱できなかった真面目な自分。それが今は、こんなに卑猥な格好で後ろから男──それも極上の美形のお金持ち──に攻められている。

（逃げ出さなきゃ、こんなの、絶対におかしいんだから）

　なのに、脚が動かない。

　ぬるりと肌を濡らすのは、いまや最初に塗り込められた唾液だけではない。真璃香の秘部から滴り落ちたそれと壬涼の屹立した先端から染み出したそれが交じり合った愛液だった。

「ねえ、顔見せて？」

　ようやく脚から男のものが抜かれたと思った矢先、体の向きを変えられる。ぎゅっと目を閉じて顔を背けると、顎を取られて強引に仰向かせられた。

「ぁ……ッ」

　脚の間に男の膝が差し込まれ、そこを閉じられないようにされる。

　値踏みするような視線に全身を晒す羞恥に、真璃香は懸命に耐えた。散々、愛撫された体は熱を持って紅潮し、その視線にさえ感じ入るように微かな痙攣を見せる。

「キス、しようか」

「──！」

　彼はまるで、真璃香がその経験すらないことを見透かしたかのような微笑を浮かべている。

「あの、あッ……！」

　ぐい、と顎を掴む手に力が入り、頭ひとつ分以上背の高い彼を真下から見上げる形になった。

「こわい？」

　いまさら尋ねる彼に、真璃香は震える声で「いいえ」と強がる。

「ふうん」

　その反応すら楽しむように──まるで退屈を紛らわす猫のように──壬涼は微笑み、ゆっくりと唇を近づけた。微かに触れた後、角度を変えて深く重ねられる。

「ん、ぁ」

　苦しくなって薄く開いた唇に濡れた舌が割って入る。

「ンふ、ふぁ」

　真璃香は男の胸を突き放すように手を触れるが、どうしても力が入らない。舌を探られ、甘く吸われると腰が砕けそうになる。

「ぁ、んッ、あ、ふッ……」

　浴室に舌を絡め合う卑猥な音が響き渡った。

　いつしか壬涼の手に導かれた真璃香の手には、先走りを滴らせる男のそれ。無理やり握らされたそれを、不器用にいじる。口付けがさらに深まり、それぞれに濡れた音を立てる。

「ン、ぁ、あ」

　手のひらの中で、どくんと破裂しそうなほどに高まったそれがついに弾けた。

「ゃッ……──」

　手だけではなく、胸元や頬にまで飛び散った熱い飛沫に真璃香は悲鳴を上げる。

「…………」

　男の放った白濁した液体に汚された自分の体を見た時、真璃香の中でなにかが切れる音がした。もう、戻れない──。呆然と汚れた手を見ていると、壬涼に名を呼ばれる。

「真璃香、おいで」

　手を引かれ、ふたりで温かい湯船の中に体を沈めた。

　真璃香を腰の上にまたがらせた壬涼は射精した直後で僅かに上気した頬にまだ物足りなさげな笑みを浮かべ、湯の中にある白い大腿を撫で上げる。

「次は君の番だよ。ほら、おいで。もっと気持ちよくしてあげるから──」






第１章　管理人の成り行き






　管理人の朝は早い。

　六時にセットした目覚ましがけたたましく鳴り響き、真璃香はベッドの中で猫のように丸くなった。だめ、起きなきゃ……でも、体がだるくて動けない……。あの御曹司のせいだ、と責任転嫁する。浴室で弄ばれ、ほとんどのぼせてしまった真璃香は息も絶え絶えに寝室までたどりつき、ようやく眠りについたのだった。

「起きて、真璃香」

　耳元でささやく甘い声──。

（夢？　なんで壬涼さんの声が私の部屋でするのよ）

　これも契約の条件のひとつなのだが、この高級タワーマンションの管理人として雇われた真璃香は彼と同居をしている。つまり同じ家の中にいるも同然なのだが、寝室自体は別である。

　だから、ベッドの中にいる真璃香の耳元で彼の声がするわけがないのだが──。

「まーりか、起きないと遅刻するよ。また一一〇二号室の高たか峰みねさんにお小言を言われてもいいの？」

　ふにふにと頬を摘ままれ、ようやく真璃香ははっと目を見開いた。

　ばっと布団をはだけて起き上がると、ベッド脇にしなだれかかるようにして壬涼が微笑んでいる。

「な──なんで私の部屋にいるんです!?」

「駄目だった？」

　なにがいけないのかわからない、といった様子で壬涼が首を傾げた。

　あまりにも堂々としているので、真璃香はごくりと喉を鳴らす。

「もしかして、勝手に入ってもいいって契約書に書いてあるんですか？」

「いや、ないけど」

「じゃあ出てってください！」

　ひとしきり騒ぎ、相変わらず悪びれない彼を追い出した後で真璃香は大きく息をついた。ばたん！　と閉めたドアに寄りかかり、ずるずると床に座り込む。

「前途多難……」

　あの飄々とした男性が真璃香の雇い主であるオーナーの宇能壬涼。もちろんお金持ち。背は高いし、顔もいい。──なのに！　それらを補って余りある問題点があった。

　真璃香は肩をすくめ、のろのろと立ち上がってクローゼットに向かうと服を着替え始める。シャツを脱ぎ、寝間着のズボンを下げたところで目に入ったのが例の貞操帯だ。

『これは、壬涼さまからあなたを守るためのものです』

　仕事を引き受けた──実際はほとんど事後承諾で真璃香に選択の余地はなかったのだが──際に説明してくれた彼の世話役の言い分はこうだ。

『この日本で不動産王と称される宇能百太様の唯一の跡継ぎであらせられる壬涼さまは外見よし頭脳よしの才人なのですが、ただひとつ女性関係だけは非常にだらしがなく、みさかいのないけだもののような性をお持ちなのです。旦那様も嘆かれており、はやくよい奥様を見つけて落ち着かせようと許嫁様との結婚話を進めている最中でして……絶対になにがなんでもその間、スキャンダルを起こすわけにはいきません。そこで、あなたに白羽の矢が立ったのです』

　羽織ったシャツのボタンを留めながら、真璃香は「いやいや」とため息をつく。

（私じゃなくて、同期だった友達のはずでしょうに。お給料がいいからって釣られたらまさかこんな裏があったとは……うう、頼まれごとを断れない性格があだになってしまった）

　洗面所で最低限のメイクをして、髪をひとつにまとめた。仕事に行くときの格好は代理店で働いていた時と変わらない。

『とはいえ、いつもそれをつけっぱなしでは大変でしょうから鍵はあなたにお渡ししておきます。ただし、壬涼さまにせがまれてもねだられても絶対に彼の前で外してはいけませんよ。そうなったら、私どもは責任がとれませんので』

　──以上が、世話役からのお達しだった。

（ありえない……）

　肩を落とし、鞄を持って部屋を出るとリビングのソファに寝そべった壬涼がモバイルパソコンをいじっている。足元には彼のペットである青灰色の猫が丸くなっているのが見えた。

「いってらっしゃい」

　真璃香に気づいた壬涼が顔を上げ、柔らかく微笑む。

　うっかりどきっとしてしまいつつ、真璃香は「いってきます」と照れくさく感じながらつぶやいた。

（なにが「いってらっしゃい」と「いってきます」よ。同棲してるカップルじゃないんだからね、もう！　こんな契約絶対におかしいんだから！　今度あの世話役さんが来たら文句言ってやらなきゃ）

　真璃香はエレベーターに乗り込み、管理人室に向かった。

　時間はぎりぎりＯＫ──腕時計を確認しながらエレベーターを降りたところで、部屋の前に派手な化粧の女性が立っているのに気づいた。

「遅かったじゃない、管理人さん？」

　一一〇二号室の高峰さんだ。

　真璃香は「げっ」と心中で悲鳴を上げる。

　このマンションの上層階を取り仕切る自称・自治会長の奥さまだ。それにしても朝が早い。まだ八時前なんだけど、と真璃香はこめかみに汗をたらした。

「あ、あー……お待たせしちゃいました？　でも、勤務時間は八時からでして……」

「だからって八時ちょうどに来たんじゃ遅いでしょう？　十分前には到着して準備を終えて、業務を開始するのが八時なのよ。わかってらっしゃらないようね」

　もうね、これね。いちゃもんつけたいだけなのよね。高峰さんの手口はここへ来てから散々やられてわかってきたところだったので、真璃香は適当な愛想笑いで聞き流そうとする。

「ごめんなさい。じゃあ、さっさと準備しなければならないので失礼します」

「待ちなさいな。私だっていつも文句言いに来てるだけじゃないのよ。一二〇六号室の佐久間さんが水道の調子が悪いんですって。後で見てあげてくれる？」

「かしこまりました！」

　ああ面倒くさい、と真璃香はがちゃがちゃと鍵を開けて部屋の中に入った。

「あ、あとね──」

「まだあるんです!?」

「うちの旦那の帰りが妙に遅いのよ。あなた、夜勤の時に彼が帰ってきたら様子をうかがってくれないかしら」

「そうですね、機会があれば！」

　今度こそばたんとドアを閉め、「ふぅー」と真璃香は息をつく。

「そうだ、佐久間さんのとこに連絡してみなきゃ……」

　電話をかけると、耳の遠いおじいさんが要領を得ない話しぶりで言った。

『ああ、そう水道がね、お湯が出なくてね』

「それはですね、先日システムが変わったので右上のボタンで切り替えて──」

『ん？　電源が切れてしまったんだが』

「それじゃなくて、えーと……いまそっちに行きますね」

　いったん電話を切り、真璃香が部屋を出て再びエレベーターに乗り込もうとしたところで、廊下を走ってくる大型犬と行き会った。

「管理人さん、その子つかまえて！」

　若い女性が慌てた様子で叫ぶので、とっさに犬がつけたままだったリードを掴むが、思いのほか引っ張られる力が大きくて真璃香はしたたかに転んでしまったのだった。




「か、体がもたない……」

　ようやく休憩に入れたのは昼前になってから。

「大丈夫ですか、蓮田さん？」

　ぐったりと机に突っ伏している真璃香の前に、そっとお茶が差し出された。アルバイトで事務をしている沙さ彩あやという子で、心配そうにこちらの顔を覗き込んでいる。

「あやちゃん、ありがとう」

「管理人さんって大変ですよね。私にも手伝えることがあればなんでも言ってください」

「…………」

「蓮田さん？」

「あやちゃん……！　癒されるなぁ」

「わ、わっ」

　思わずぎゅっと彼女を抱きしめ、真璃香は涙ぐんだ。

「それでもね、普通の仕事ならまだいいんだよ。問題は壬涼さんの方で……」

「ああ、オーナーは特別にプライベートの面倒も見なきゃならないんですよね？　大変そうです」

　彼女はその『プライベートの面倒』の中身までは知らない。きっと、買い物の代行とか家事の手伝いとか、そんなことを想像しているのだろう。

「あの、壬涼さんのところ、私が行きましょうか？」

　などと気を遣ってくれるので、真璃香はぶんぶんと首を横に振る。

「だめ！　絶対に行かせられない！　駄目だよ、あの人の部屋に行っちゃだめだからね」

「は、はい……」

　沙彩はびくっとした顔で頷き、自分の仕事に戻った。

（女癖の悪いオーナーのところになんて、うら若き大学生を行かせたりできません！）

　ため息をつき、真璃香も溜まっていた手紙類の整理を始める。とはいっても、最近は重要な連絡はメールが多いので、ほとんどはダイレクトメールだ。

　整理していると、内線電話の呼び出しがかかる。

「はい、管理人室です」

『真璃香ちゃん？』

　壬涼の艶やかな声。

　どきっとして、無意識に小声になる。

「な、なんですか？　いま仕事中なんですが……」

『したくなっちゃった』

　語尾にハートをつけたような男の声に、真璃香は血の気が引いた。

「あ、あの……もう一回言いますね。仕事中なんですが？」

『これもお仕事のうちでしょ？　抜くの手伝って』

「……あ、後少し待ってください。昼休みになったら行きます」

『がまんできない』

「してください！」

『デリヘル呼んでもいい？』

「～～～!!」

　がちゃん、と受話器を置くと沙彩がびくりと顔を上げる。

「どうしました？」

「ちょっと呼び出し。オーナーのところに行ってくるね。留守番お願い」

「は、はい」

　管理人室を出て、最上階にある壬涼の部屋に向かう。朝来た道をそのまま戻った真璃香は険しい顔で彼の部屋のドアを開けた。

「早かったね」

　全く悪びれた様子のない男は、朝と同じようにソファに寝転がっている。

　真璃香は肩で息をしながらドアを閉めた。

「……仕事が途中なんです」

「わかってるよ」

「どうすればいいんです？」

「おいで、真璃香」

　壬涼はソファに起き上がり、真璃香を手招きする。

　きゅっと唇を引き結び、真璃香はためらいながらも彼の元に近づいた。手を差し出され、迷った末にそれをとる。早く戻らなければ沙彩が不審に思うに違いない。

「口でして？」

　目の前で、壬涼がズボンの前をくつろげた。

　中から既に半分ほどまで勃起した彼自身が首をもたげる。既に何度も目にしたものでありながら、真璃香は正視できずに目を逸らした。

「…………」

　導かれるまま彼の脚の間にひざまずき、ちら、と横目でそれを確かめる。日に焼けていないそこは真璃香の肌よりも白く、ほのかに血管が透けている。綺麗に整えられた茂みは薄っすらとその周囲を覆っていた。

「……ぁ」

　そっと舌を差し出して、先端を舐める。

　ほんのわずかにぴりっとする感覚。

「ンッ」

　真璃香は息を呑み、舌を引いた。

　くすくすと壬涼は笑い、真璃香の髪に伸ばした手でゴムを解いてしまう。顔のほうに落ちてきた髪をかき上げ、耳にかけてやりながら口淫する様子を楽しげに眺めている。

「んぁ、ふッ……」

　差し出した舌で根本から先端にかけてを舐め上げる。

　猫のようにちろちろと、遠慮がちに舐める真璃香の耳を壬涼の指がくすぐった。

「んッ──」

　ぴくん、と背が反り返る。

　熱い息を吐き、真璃香は勇気を出してそそり立つ先端を口に含んだ。咥えた状態で、頑張って舌を使う。さらに大きくなったそれを、できるだけ喉の奥にまで導いた。

「ん、ぁッ、あ、ふッ……！」

　粘膜から伝わる男の肉の感触が真璃香の性欲を目覚めさせていく。もどかしげに腰を揺すり、けれどそこを戒める器具のせいで自分の指で触れることすらままならない。

「んぁ、ん──ッ」

　口内で精が弾け、真璃香は軽くむせる。

「飲んで」

　壬涼の優しげな声に強制され、こくりとそれを飲み干した。

「よくできました」

　にっこりと壬涼は微笑み、指先で汚れた真璃香の口元をぬぐった。真璃香はよろよろと立ち上がり、洗面所に行って口をすすぎ、髪を直す。

「……仕事に戻ります」

「ごくろうさま」

　顔も見れずに部屋を横切り、管理人室に戻る真璃香の背中に、猫をあやしながらの壬涼の声が投げかけられた。




（──体がもたない）

　夕方になり、沙彩が帰った後の管理人室で真璃香はぐったりと机の上に突っ伏していた。すぐに帰って横になりたいが、部屋にはあの壬涼がいる。

「──おつかれさま」

「きゃああああッ」

　まるで心の中のぼやきをエスパーしたかのようなタイミングでその壬涼が開いたドアの向こうから顔を出したので、真璃香は悲鳴を上げて机にしがみついた。

「み、みすずさっ、なっ、ど、してっ」

「なかなか帰ってこないからお迎えにあがりました、お姫さま」

　歯の浮くような台詞で、壬涼は管理人室に上がり込んできてしまう。きょろきょろと辺りを見回すと、勝手にポットを見つけて手に取った。

　真璃香はあわてて立ち上がり、彼の手からポットを取り上げようとする。

「私がやりますよ！」

「いいから座っててよ。つかれてるんでしょ？」

「……どうして知ってるんです？」

　疑心暗鬼に駆られた真璃香は、部屋に盗聴器か監視カメラでもついているのかと思って辺りを見回した。

　その様子に、今度は壬涼が心外そうな様子で肩をすくめる。

「いくら俺でもそんなことしないよ。顔を見たらわかるんだよ、それくらい」

「そ、そんなにげっそりしてました？」

　真璃香は思わず頬に両手をそえる。

　確かに、このところ寝不足で毎朝化粧をするときに一生懸命くまを消しているのだ。完璧に隠せたと思ったのに──くるりと壬涼に背を向けると、いきなり後ろから腕が伸びてきて広い胸の中に抱きすくめられてしまった。

「きゃっ」

「いいからちょっとそこに座ってて。コーヒー淹れてあげる」

「そ、それはどうも……」

　不意の接触にどきどきしながら、真璃香は彼の腕に導かれるままに椅子へ腰を下ろした。コーヒーメーカーを操作する音が背後から聞こえてくる。

「あ、あのー……いい機会だから聞きたいんですけど」

「なに？」

「私って、本当に必要なんでしょうか？」

　思いきって、真璃香はたずねる。

　背後で壬涼が首を傾げる気配がした。

「どういう意味？」

「だから、その……あなたの性欲管理人としての、私……ですよ」

　ちら、と振り返ると壬涼の広い背中が見える。

　不動産王の御曹司である宇能壬涼はリモートワークで部下たちに指示を出すため、マンションの最上階に閉じ込められた状態でも仕事に支障はない──と彼の口から説明を受けている。朝から晩まで基本的に自室で過ごすため、身なりは長袖のカットソーにコットンのパンツというラフなものだ。

　真璃香の方も服装は自由だが、派遣社員時代と同じようにワイシャツに動きやすいパンツという格好を選んでいる。

　壬涼には「スカートは履かないの？」と聞かれたことがあるが、「このほうが動きやすいので」と答えていた。

（本当は、脚を見せたくないんだよね……）

　学生時代に陸上をやっていたので、ふくらはぎのあたりが少々……いや、結構ふとましいのが真璃香の悩みなのだった。

（いやいや、そんな小さな悩みなんて今のこの状態に比べたらささいなことじゃない）

　ずれていきそうになった思考を元に戻して、真璃香はもう一度たずねた。

「私、本当に必要ですか？　その……おひとりでも、男性はご自分を慰めることができるのではないかと……」

　さすがに差し出がましい質問だったかと真璃香は少し後悔したが、カップを用意して振り返る壬涼ははにかむ様子もなく言った。

「そりゃあ、自慰したことのない男はこの世にいないだろうけどね。やっぱり本物の女には敵わないよ」

「本物の女……ですか」

「そう。偽物の女、つまりＡＶや写真を相手にするのが自慰だよね。それと、実際に女を抱くことは次元の違う話だ」

「でも、私は抱けないじゃないですか」

「そう、そこが問題だ」

　壬涼はため息をつき、テーブルにカップを置いた。

　すかさず、真璃香はたたみかける。

「それですよ、それ！　壬涼さんが許嫁の方と結婚するまで他の女性と遊ばないように私がいるんですよね？　でも、ただ戯れるだけならプロの方でもいいんじゃないかと……あ、でもやっぱり不特定多数の女性とそういうことをするのは本番じゃなくてもお相手の方は嫌ですかね。いやいや、でもそれを言ったら私でも駄目でしょう！」

　拳を握り、力説する。

「要はですね、私みたいなのを雇わずとも壬涼さんが自重してくだされば問題はなくなると思うんです。どうして女性と遊ばずにはいられないんですか？」

　単刀直入にたずねる真璃香に壬涼は笑い返した。

「それは男にとっては永遠の命題だね」

　お湯が沸くまでの間、壬涼は真璃香の隣に腰かけて脚を組む。

「たとえば、真璃香？　君もダイエットしなきゃと思うことがあるだろう。でも食べてしまう。それと同じだよ」

「うっ……」

　痛いところをつかれてしまった。

　心当たりのありすぎる真璃香は、とっさに反論できない。

「食欲も性欲も同じなんだよ、男にとってはね。つまり、女は食べ物と一緒。それがなければ生きていけないのさ」

「で、でも……彼女がいない男の人だって日常生活を送っているじゃありませんか。ちょっとくらい、我慢できるんじゃないですか？」

「それは死ぬよりつらいことだね」

　美しい顔をした女に困ったことがないだろう男は、全国のもてない男性を平気で敵に回していく。

「背中から刺されますよ、壬涼さん……」

「大丈夫。合気道二段持ってるから」

　しれっとした顔で言い、壬涼はそっと真璃香の腿に手を伸ばしてくる。どきっとして、その手を見つめるうちに脚の付け根の方まで撫で回される。

「あの、まだ話してる途中で……」

「だって、君が自分は必要じゃないなんて言い出すからさ。俺がどれだけ君を必要としているかわからせてあげようと思ってね」

「それ、逆にはぐらかしてますよね」

　真璃香は鋭く言い返す。

「私は真面目な話をしてるんです。だって、こんな……ッ、こんな風に体をまさぐられるのが仕事なんて、そんなのおかし、ッや」

　壬涼は真璃香の手を引いて立ち上がらせ、机に手を突かせた。そうして、自分は背後に立ったまま脚の辺りを撫で回す。

「やです、やッ……」

　後ろから腰を抱き寄せられ、挿入するような体勢で内腿を何度もなぶられる。ぴったりとしたスキニーパンツの布越しに男の手のひらが卑猥な動きで真璃香の腿を行ったり来たりする。

「や、ぁッ」

　しつこく腿をさすられているうちに、恥ずかしさの向こう側から鈍い快楽が生まれてくる。壬涼はくすりと笑み、密着した腰を踊るように揺すった。

「いや、やッ──」

　まるで後ろから突かれているようだ。

　お互いに服を着て、挿入どころか接触すらしていないのに真璃香は泣いてしまいそうになる。尻の柔らかい肉に壬涼の屹立しかけたそれが当たっている──卑猥な膨らみが尻の割れ目に押し当てられ、ぐりぐりと動いた。

「ひゃッ……」

　思わず逃げようとする真璃香の二の腕を壬涼が掴む。

「駄目だよ、逃げちゃ」

「だって、恥ずかし、あッ」

「ふふ、ほんとにしちゃうよりも疑似的な方が背徳感あるよね」

　耳を、壬涼の舌にねっとりと舐められてぞくりとした感覚が背筋に迸った。真璃香は身をくねらせるようにしてそれに耐える。

「やだ、やッ……！」

「真璃香──」

　壬涼の声が熱を帯びていく。

　腰の動きが激しさを増し、抱き寄せられた真璃香の体も一緒に揺れる。

「ぁ、……ッ」

　後ろから回された指に胸を掴まれ、思わず声がもれた。

　服の上から掴んだ壬涼の指がそこを丹念に揉みほぐす。何度も何度も、ぐにぐにとされているうちに下着からこぼれ落ちた乳房がシャツの割れ目から白い肉をのぞかせた。

「だめ、やめてッ──」

　シャツの裾からもぐりこんだ壬涼の指が下着を押し上げ、直接柔らかな乳房を揉みしだく。

「真璃香の胸、すごく柔らかくて気持ちいい」

　耳元でつぶやく声に羞恥をあおられ、耳まで真っ赤になる。

「やめてください、私の胸、そんなにおっきくな──ぁッ」

「これくらいがちょうどいいよ。手のひらにぴったりおさまって、揉んでるとすごくいい気分になってくる」

　乳房に食い込む指の合間から、色づいた乳首がつんとたち上がってシャツを押し上げている。それを見てしまった真璃香は首を左右に振り、「やめて」と懇願した。

「どうして？」

「私、こんな仕事だと思ってなくて……務まりません、きっと」

「ちゃんと務めてるじゃない」

「ぁッ……」

　シャツの下で乳房を掴まれたまま、うなじをきつく吸われる。

（だめ──……ッ……）

　理性が、吹き飛んでしまいそうになる。

「やぁ、あッ……！」

　机と壬涼の体に挟まれた真璃香に逃げ場はない。壬涼はぴったりと腰を密着させたまま、両手を真璃香の体の前に回して両の乳房を同時に揉み上げた。

　真璃香の背がしなり、机の上に爪を立てる。

「気持ちいい？」

　緩急をつけてそこを愛撫しながら、壬涼が甘い声でたずねる。

「ゃ、あ、あッ」

「ここ、固くなってる……」

　親指と人差し指で摘ままれた乳首は赤く熟れ、快感の源泉となりつつあった。

「ッや、あッ」

「綺麗な肌──」

　下着の紐が肩を滑り落ち、シャツのボタンが解けていく。大きく背中を出すようにシャツの襟元が下に引かれて、熱い唇がそこを吸った。

「！」

　びくん、と真璃香の背が震える。

　もうどうにかなってしまいそうだ。貞操帯によって一度も触られていないはずのそこは既に熱を持ち、じんわりと下着を濡らし始めている。

　真璃香はそれを悟られたくなくて下半身をもじもじと動かしたが、それが逆に男に気取られる原因になってしまった。

「かわいそうな真璃香」

　背中に鬱血の花を散らしながら、壬涼は心の底から憐れむように言った。

「こんなに感じているのに、俺を受け入れるどころか自分で慰めることもできないなんて──俺は君にも気持ちよくなってほしいのに、愛すれば愛するほど君は行き場のない快楽に苦しめられる一方だ」

　何度も腿を撫でられているうちに、真璃香は悩ましげに身をよじった。脚の付け根に当たる布地には愛液が染み出している。

「やッ……」

　テーブルの上へ仰向けにされ、顔を隠すために両腕を上げる。

　けれど、目の上で手首を交差させる格好は背をしならせ、胸を突き出すような仕草になってしまう。

「すごくそそるよ」

　壬涼はうっとりとつぶやき、つんととがった乳首を唇に含んだ。

「ひぁ、ぁッ」

　濡れた舌の感触──。

　びくん、と真璃香は喉をそらせる。

　ざらりとした熱い舌がたんねんにそれを舐め、吸い、食む。

「ぁ、あ、あッ」

　びくびくと、真璃香は体を痙攣させた。

　壬涼の手のひらが肩を掴み、逃げられないように固定する。

　乳首が舌になぶられる度に、卑猥に形を変える。下から舐め上げられたそれがくんっと上向き、唾液で光る。

「や、ぁ、あッ」

　しつこくなぶられ、真璃香は甲高い嬌声を上げた。

　壬涼の腰を挟み込むように左右へと開かれた腿が震え、逃げ場を探すように爪先が空をかく。

（イきたい──！）

　ひくひくと震える秘部の感覚に、真璃香は固く両目を閉じた。これだけの快感を与えられながらも、そこは達するにはまだ足りないと言わんばかりのもどかしさを抱え込んでいる。

　鍵は真璃香が持っている。

　貞操帯をつけたままでは風呂もままならないので、それではかわいそうだからと、この契約の仲立ちをした壬涼の世話役が真璃香に預けてくれたのだ。

　──決して、壬涼さまの前で外してはいけませんよ。

　そう言い聞かせられている。

　もちろん、彼と過ちを犯さないためだ。

　あくまで真璃香は、壬涼が許嫁と無事に結婚するまでのラブドール代わり。それ以上でも以下でもない。

　本番は絶対に禁止。

　それが契約だ。

　そして、真璃香もそれを破るつもりはない。

　ないのだが──。

「や、ぁ、ああッ……！」

　これほどまでに追い上げられているにも関わらず、もっとも敏感なそこに触れることもままならないというのは拷問のようだ。

「鍵はどこ？」

　耳元で壬涼がささやく。

「壬涼……さ──」

「ねえ、これを外してやっちゃおうよ。そしたらすごいよ、君が見たことのない景色を見せてあげる」

「ぁ、あッ！」

　ズボンのベルトが外され、貞操帯に包まれたそこが露わにされる。壬涼は真璃香のズボンを膝までずり下ろすと片脚だけを抜き去り、大きく脚を左右に広げた。

「もうこんなに濡れて、かわいそうに」

　ちゅ、と太腿に口付けが降る。

「ひぁ、やッ、壬涼さ、いやッ……！」

　白い内腿に鬱血の花が咲く度、真璃香はびくびくと体を痙攣させる。

　もう、耐えられない──。

（お願い、たすけて）

　真璃香の秘部からはしとどに蜜が垂れ、テーブルの上に水たまりをつくっている。ちゃんと掃除しなければ、と頭の隅をそんな考えがよぎった。管理人室でこんな行為にふけるなんて、淫らに過ぎる。

「ぁ、あふッ、んぁッ」

　飲み込みきれなかった唾液が唇の端から伝い落ち、テーブルの染みが増えていく。内腿が震え、真璃香は小さく達したようだった。

（だめ、こんなのじゃ全然──）

　もどかしい。

「や、ッぁ、ちゃんと、イきた、あッ、あ」

　小さな波が断続的に来て、真璃香は両膝をすり合わせながらびくびくと爪先を震わせる。壬涼は喉を鳴らし、ズボンの前をくつろげると、そそり立つほどに固くなった己自身を取り出した。

「俺も、君のここに入れたくてたまらない──」

　貞操帯越しにそこを撫で、濡れた指先を舌で舐める。

　それから真璃香の膝を立て、その間に勃起したものを挟み込むと前後に腰を揺らし始めた。

「あッ、やぁ、やッ」

　腿に挟まれた肉が擦れる感触に真璃香は悲鳴を上げる。

　ずるっ、じゅっ、ぬるっ、ずっ──卑猥な音を立て、疑似的な性交が続けられる。先走りの液体が真璃香の腿を濡らし、滑りがよくなっていた。

　テーブルの上に仰ぎょう臥がした格好で男のほとんど自慰に等しい行為に耐えながら、断続的な喘ぎを上げ続ける。

「や、ッぁ、あッ」

　ぬるぬると滑るそれが卑猥な固さで真璃香の白い太腿を犯していった。ぐっと奥へ差し込まれる度、切なげな嬌声が密閉された部屋に響く。
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「だめ、や、ッあ」

　ぞくぞくと背筋を這い上がる、もどかしい快感。

　気づけば、真璃香のまなじりは涙で濡れて赤く火照り、頬は上気して艶めいた色気を立ち上らせている。

「かわいい」

　ちゅ、と壬涼が頬に口付けを降らせた。

「あっ」

「真璃香、素敵だよ。すごくエロくて、そそられる」

　次々と、頬から首筋、胸元までキスされる。

　ぶるっと子猫のように体を震わせた真璃香は泣き声のように濡れた声をもらした。

「そんなの、うそ……ッ、やぁ、あッ」

「嘘？」

　顔を背け、こくりとうなずく。

（誰にでも言ってるくせに──）

　どれだけ乱されても、真璃香は彼が遊び人であることを忘れてはいなかった。なにしろ、そういう事情があるからこそこんな目にあっているのだから。

「嘘じゃないよ」

　なのに、壬涼は甘やかにささやき、耳たぶを優しく噛んでくる。

「やッ……！」

「どうしたら信じてくれるのかな」

　熱い舌と吐息が真璃香の理性を狂わせようとしている。

「君を愛しく思ってるよ、真璃香」

「んぁ、あ──ッ」

　きつく乳房を掴まれ、身悶える。

　濡れた下半身が熱い──真璃香は無意識のうちに貞操帯の上からそこをまさぐった。淫靡な仕草に壬涼はぞくりとした笑みを浮かべ、限界まで昂った精を解き放つ。

「ああッ……！」

　頬まで跳ねた白濁が真璃香を汚していく。壬涼は満足げに息をつき、ようやく真璃香は今日の仕事を終えたのだった。






第２章　御曹司の我がまま






「海へ行きたいな」

　宇能壬涼という、美貌にも家柄にも才覚にも恵まれていながら唯一性格に難を抱える男がそんなことを言い出したのは、夕食を終えた後の食器を真璃香が洗浄機にセットした後のことだった。

「まだ五月ですよ」

　真璃香は首を傾げ、続けた。

「それに、ここからは出られませんよ。前にも脱走しようとして警備員に捕まってましたよね？」

　驚いたことに、このマンションの警備員は宇能財閥の者で、いずれもが彼の祖父・宇能百太の忠実な部下なのだ。外部からの侵入を防ぐのみならず、大切な御曹司を逃がさないための門番でもある。

　ソファに寝転がってパソコンをいじる壬涼は肩をすくめてため息をついた。

「だって、体がなまっちゃう。ハワイに行きたいな。燦さん々さんと降り注ぐ太陽、青く澄んだ海、おいしい料理に君の綺麗な水着姿」

「……結局そこなんですね」

　女癖の悪さを反省するどころかこじらせていく壬涼に真璃香は呆れてしまう。キッチンに向き直り、洗い終えた食器を片付けながら自己申告。

「言っておきますけど、私は水着を綺麗に着れるほどスタイルはよくありませ──きゃあッ」

「十分だよ」

　不意に歩み寄った壬涼が体に腕を絡ませてきたので、真璃香はもう少しで皿を割ってしまうところだった。

「危ないから、離れてください」

「ねえ、真璃香。海に行けないならせめて君の水着姿を見たいな」

「いやいや、家の中で着るなんておかしいですって！」

「だめ？　ボーナス出すけど」

「────」

　思わず、真璃香は抵抗をやめた。

　だが、すぐに思い直して壬涼の胸を押し返そうとする。

「ボーナスで釣ってもだめです！」

「君の水着姿には百万ドルの価値があるのに？」

「ひゃ──」

　百万ドル。

　日本円で約一億。

　真璃香は間近で彼の顔を見つめ、直後に「ふっ」と笑いをこぼした。

「壬涼さん、いくらなんでも盛りすぎじゃないですか？　一億円あったらそれこそ美女のハーレムだって作れちゃいますよ。私ひとりの水着にそんな価値があるわけないじゃないですか」

「君は意外と疑い深いね、真璃香」

　心外だとでもいう風にため息をついた壬涼は体を放してソファに戻ると、ぱぱっとパソコンをいじってなにかの手配を済ませた。

「なにをしたんです？」

「数日後のお楽しみだよ」

　壬涼は片目を閉じて微笑む。

「？」

　その時の真璃香には、彼がいったいなにを企んでいるのかまるでわからなかったのだが──きっかり三日後、管理人の仕事を終えた真璃香がつかれた体を引きずるようにして浴室のドアを開けた時、あ然とするはめになった。




「な──なんですかこのお札の山は!?」

　広いバスタブいっぱいに一万円札が入っているのを見て、真璃香が驚愕の声を上げた。しかも全て新札で、帯封が解かれていないものまである。

　めまいを覚えた真璃香が後ずさると、壬涼の胸がそこにあった。なぜか彼は半裸だった。薄青の水着を履いている。

「ちゃんと一億円あるよ。百万ドル」

「ど、どうやって」

「銀行に連絡入れて、現金で持ってきてもらったんだよ。さ、君も水着に着替えて泳ごう？　真璃香」

　気づけば、彼はいかにも高そうな赤い水着をひらひらと手に提げている。

「で──でも、貞操帯これがあったら着れません」

　真璃香は当然の抵抗をした。

　我ながら、この反論は覆せまいと思う。

「それね……」

　壬涼も恨めしそうな目で真璃香の下半身に手を伸ばした。

「俺もそれはわかってるよ。だから考えたんだ」

「な、なにをです？」

　嫌な予感がした真璃香の手を取り、彼は水着を履いた自分の股間へと導いた。

「──君の代わりに、俺が履けばいいんじゃないかって」

「!!!!!?」

　そこにあった手触りに真璃香は愕然とする。なにも言えなくて口をぱくぱくと動かすだけの真璃香に壬涼は──男用の貞操帯を身に着けた雇い主は平然と告げたのだ。

「代わりに俺がすれば君は脱いでも大丈夫でしょ？　ほら、早く着替えて。待ってるからね」

　脱衣所に真璃香と水着を残して、壬涼はカーテンの向こうに姿を消した。へなへなとその場に座り込み、信じられないと頭を抱える。

（人の水着見たさにそこまでする──!?）

　心の底から呆れてしまった真璃香であったが、のろのろと立ち上がって服を脱ぎはじめる。貞操帯を外し、水着に脚を通し、もうどうにでもなれとつぶやいた。

「……着れました」

　露出の多いシンプルな形のビキニを纏った真璃香は、恥ずかしさをごまかすように胸のあたりを腕で隠しながらカーテンを開ける。

（ていうか、なんでぴったりのサイズがわかってるんだろう……）

　まるで測ったかのようにぴったりと真璃香の体を包み込む水着を壬涼はにこにこと満足そうに見つめた。

「似合ってるね」

「はあ……これ、いくらくらいするんですか？」

「六十万くらいかな」

「……もったいない」

　さすがに一億もの現金を見た後では慌てふためく気にもならない。

　真璃香がため息をつくと、壬涼は首をかしげた。

「なにが？」

「…………」

　恨みがましい目で真璃香は彼を見つめる。

　べつに、その辺で売っている数千円の水着で構わないのだ。真璃香はただの雇われ管理人でしかなく、そこらにいる十把一絡げにされてしまうような女の子のうちの一人でしかない。

「こんなに豪華な水着は美人のモデルやセレブじゃないと似合わないですよ。馬子にも衣裳っていっても、ほどがあります」

「またまた、ご謙遜を」

　どこまで本気かわからない男は、「さあ」と真璃香の手をとって札束で埋め尽くされたバスタブにエスコートする。

「うわー……」

　バスタブに腰かけた格好で、思わずつぶやいた。

「なんか、逆にお札の価値が感じられなくなるというか……もったいないというか……」

「全部君のだよ」

　壬涼の言葉にもやはり実感がわかない。

「でも、私の銀行口座じゃ全部預けられなさそう……上限金額ってあるんじゃなかったですっけ？」

「銀行の普通口座なら大丈夫だよ。後で運ばせてあげる」

　隣に腰かけた壬涼がグラスを差し出した。透き通った赤いカシスソーダにミントの葉が載っている。

（なんだろうなあ、現金の入ったバスタブに入って水着でカクテル飲むのって……壬涼さんって変わってるとは思ってたけど、ちょっと常軌を逸してる……）

　ちら、と相手の様子をうかがうと彼は真璃香とはちょっと違う色のお酒を傾けている。同じカシス系のようだが、彼の方が少し色が深い。

「それはなんていうんですか？」

「エル・ディアブロ」

　壬涼は魅惑的な笑みを浮かべ、氷を揺らした。

「悪魔ディアブロの名を冠した刺激的な味のカクテル。飲んでみる？」

　真璃香が答えるより先に顎へ伸びてきた指に仰向かされ、カクテルを含んだ唇が覆いかぶさってきた。突然のキスに驚いた隙に口移しでカクテルを飲まされる。

「んッ……」

「もっと？」

　濡れた真璃香の唇をぬぐい、壬涼は再びグラスに口を付けるともう一度同じことを繰り返す。冷たいテキーラの香しさが熱く喉を焼きながら胃へと滑り落ちていく。

「ぁ、ふッ──」

　飲み込み切れなかった赤い滴が胸元へとこぼれ落ち、真璃香の肌を淫靡に彩る。

「なんだか、頭がふわふわする……ん、ぁ」

　またしても唇が重ねられ、もう一口飲み込んだ。

（熱い──）

　とろんとしながら、壬涼の腕にしなだれかかる。

「これ、強いお酒ですか？　なんだか酔いが回ってきちゃって……」

「そうでもないよ。もう一口」

「ん……ッ」

　今度は、口移しと同時に舌が差し込まれてくる。カクテルの味に濡れた熱い舌を絡められ、ぞくりと背筋が震えた。

「ぁ、んぁ」

　ふわふわする体を彼にしがみつくことで支え、舌を吸われながら喘ぎをこぼす。濡れたキスの音がバスルームに響き始めた。

　酔いのせいか、いつもより気持ちよく感じる。

　真璃香は求められるままに唇を開き、まぶたを閉じた。壬涼は顔を傾け、より深く唇を重ねていく。

「んッ、ふ……ぁ、あッ」

　彼はまたカクテルを口に含み、それを真璃香の舌へ塗りたくるようにキスを繰り返す。だんだんと蕩けてきたところで水着越しに胸に触れられ、真璃香は甘い嬌声を上げた。

「ひゃ、ぁ」

　下着の上からとは違う、もっとなまめかしい感触に身がすくむ。

「あ、んッ……」

　最初は指先だけで軽く、それから手のひら全体を押し付けるようにそこを愛撫されて声が止まらない。

「壬涼さ、あ──ぁ、あ」

　酒のせいで、いつもよりも抗う声が弱々しい。

　角度を変え、何度もそこを揉まれているうちにもどかしい快感に耐えるように体を左右によじる。

　長い指先が水着に包まれた乳房を鷲掴み、たっぷりと時間をかけてなぶっていく。強く、弱く、何度も、何度も──……。

「や、ぁ、あんッ、やッ……」

　あまりにもそこばかりいじるので、真璃香は泣きそうな声を上げた。

「壬涼さん──……」

「もっと？」

　明け透けにたずねてくる男が恨めしい。

「……ッ」

　真璃香がぷいと反対側を向いてしまうと、苦笑して後ろから抱きすくめてくる。

「ごめん。もっと気持ちよくしてあげるから」

「ぁ──」

　うなじを吸われ、のけぞらせた喉元から胸元までを指先が滑り落ちていく。後ろから回された手が胸の下から水着を押し上げ、こぼれ落ちた乳房を直にすくい上げた。

「は、あッ……」

「ふふ、もうこんなに固くなってる」

　熟れた乳首を摘ままれ、真璃香は真っ赤になる。

「や……」

「感じやすくて、柔らかくて、かわいい胸だね。もっとよく見せて」

　壬涼は自分の胸にぴったりと真璃香の背がつくほどに抱き寄せ、たんねんにそこを愛撫し始めた。

（恥ずかしい──）

　自分の胸が男の指によって淫らに形を変え、先端をとがらせるのを目の当たりにして羞恥心がもたげてくる。

「あ、んぁ」

　それに、触れられているところだけではない。

　じんわりと秘部が熱を持ち始め、真璃香はもどかしげに身じろいだ。

「──ここ？」

「！」

　不意に壬涼の手が下がり、下半身を隠す小さな布の中へと侵入してくる。直接触れられた真璃香は電撃が走ったようにびくんと動きを止めた。

（そうだ。貞操帯は外してるんだ──！）

　いつもの癖でそこは安全だと思い込んでいた。

「壬涼さん、そこは──」

「濡れてる」

　指先が割れ目をたどり、ぬるりとそこを撫でる。

「ッ──」

　真璃香は愕然と目を見開いた。

　そこに触れられたのは初めてだ。

　キスや胸を触られるのとは明らかに違う衝撃に、緊張が走る。

　蠢く壬涼の指の動きに合わせ、彼の侵入を許した水着の表面が淫らに波打つ。くちゅ、と濡れた音がして指先が襞の内側へともぐり込もうとしているのがわかった。

「や、あッ……」

「大丈夫、痛くしないから」

「そうじゃなくて、私、初めてで」

　大丈夫、と壬涼は耳元でささやいた。

「指だけだよ。そんなの、自慰となにも変わらない」

「あッ──」

　ずぶ、と指先が中へとめり込む。

　真璃香は目を見開き、ひくひくと喉を震わせた。

「ぁ、あ」

　腰かけているバスタブの縁を両手で掴み、背をしならせて違和感に耐える。

「真璃香」

　壬涼の甘い声に名前をささやかれる。

「君の中、すごく熱い……」

「んぁ、あッ」

　さらに深くもぐり込んでくる指に、真璃香は固く目をつむった。

　自分でも触れたことのない体の奥深く。肉をかき分けるようにして、男の指先は少しずつ進んでいく。

　気持ちいいというよりも、異物による圧迫感と違和感の方がまさる。

　ごくりと真璃香は唾を飲み込んだ。

　ついに──根本まで、入った。

「ぁ、うぁ」

　身動きがとれない。

　少しでも身じろげば、入り込んだ指の刺激が全身に伝わってしまいそうだ。

「壬涼……さん──」

　懇願するような眼差しで振り返ると、彼は薄っすらと微笑んでくいっと指を動かした。

「あ！」

　びくん、と背がしなる。

「や、あッ」

　小刻みに指が動く度、真璃香の唇から喘ぎがこぼれた。

「んぁ、やッ、あ」

「すごい、きついね。指一本動かすだけでも大変だ」

「ひぁ、あッ、や、あッ」

　壬涼は愛しげに真璃香の首筋を吸いながら、指を動かし続ける。

「ぁ、やッ、あ、あッ」

　あまりにも卑猥な指の動きに真璃香は首を左右に振り、お願いと口にする。

「も、抜いてッ……耐えられな、あッ、あ……！」

「どうして？　もっと気持ちよくなりたくないの？」

「ひぁ、あッ」

　親指の腹で小さな突起をなぶられ、真璃香はひと際高い声を上げた。

「や、あ、ぁッ」

　何度も指で突かれているうちに、真璃香の体は愛液を出してその動きを助けようとし始めた。内壁が擦られる度、蜜があふれて太腿を汚していった。

「そろそろいいかな」

　そう言って壬涼が水着を脱がそうとしたので、真璃香は慌てて彼の手を押さえる。

「だ、だめ……」

「なんで？　真璃香の生まれたままの姿を見せてよ」

「でも──」

　抵抗むなしく、彼はバスルームの床に真璃香を仰向けに寝かせると水着をずり下ろして散々なぶられた秘部を露わにしてしまう。

「……ッ」

　上に押し上げられたビキニの下から乳房を晒し、左の太腿に水着を引っ掛けた格好で両脚を開かれた真璃香は羞恥に顔を歪め、必死で彼から目を背けた。

「すごい、淫靡な格好だね真璃香。全裸よりもよっぽどそそる」

「──」

　見ないで、と掠れた声で言うと壬涼が笑う。

「どうして？　綺麗だよ。ずっとこうしていたいくらいだ」

「ひぁッ……」

　覆いかぶさってきた壬涼の唇に乳首を吸われ、身がすくむ。

「あ、んあッ、あッ──」

　ざらりとした舌の感触が痛いほど張り詰めた乳首を撫で上げたと思うと、今度は軽く噛んでくる。

　真璃香の背がしなり、びくびくと腰が震えた。壬涼はその反応すら愛しいとばかりにもう片方の乳房を鷲掴み、やさしく揉みしだく。

「ぁ、あッ」

　少しずつ壬涼の頭が下がっていき、茂みを越えて蜜を垂れ流す秘部へと行き着いた。舌でそこを突かれ、真璃香は両目を見開いて喉をのけぞらせる。

「やッ……」

　さっき指が入っていったそこを、とがらせた舌が突いた。

　びくん、と腰が跳ねる。

「や、ッぁ、あッ──」

　ぴちゃ、と音を立ててすすられると真璃香は首を左右に振り乱して身悶える。左右に開かれた膝がびくびくと震え、爪先が宙を蹴った。

「だめ、やめて、やぁッ！」

　それでも壬涼は舌を止めない。

　指先を使ってそこを開き、限界まで奥を突こうとする。

「ぁ、あ！」

　真璃香は指を噛んで激しい快楽に耐えた。

「ん、ッぁ、んッ……──」

　だが、そこを舌で舐められながら伸ばされた指で胸をいじられたらもう、声が止まらない。

「あ、ひぁ、あッ」

　バスルームには真璃香の卑猥な喘ぎと濡れた愛撫の音だけが響き続けた──。

　壬涼はようやく顔を上げ、汚れた口元を手の甲でぬぐった。そんな仕草すら、美しい。

「気持ちいい？」

「はぁ、は──ッ……」

　自分でもよくわからなくて、真璃香は首を横に振った。

　壬涼はそんな真璃香の体を横向きにすると、後ろから覆いかぶさるように組み敷いて全身を手のひらで犯していく。

「どうして、こんなこと──」

「さあ、自分でもどうしてこんなに女の体を求めるのかわからない」

　許嫁との結婚を前に女を断つためだけに理不尽な契約を強いる男は、情欲に濡れたため息をついた。

「お祖父さまも放っておいてくれればいいのに、お節介なんだから。あの人が大切にしてるのは俺じゃなくて自分の跡継ぎなんだよ。だからわざわざ女癖が悪くて有名な俺にどこぞのお嬢様をあてがって子どもを作らせようとしてるんだ。まったく、敵わないね」

「ん、あぁ……！」

　膝を抱え、持ち上げられた片脚の合間へと再び壬涼の指先がもぐり込んでくる。

「ぁ、あッ──」

「君も災難だったね。でも、おかげでこんなにかわいい声を聞ける。もう一本、いっちゃおうか」

「あ──！」

　ねじこまれた二本目の指が最奥を突いた時、真璃香は悲鳴に近い嬌声を上げた。

「んぁ、あッ」

　ぐちゅぐちゅといやらしい音がして、蜜が噴き出す。

　くすりと壬涼の笑い声がした。

「イっちゃった？」

「ぁ、あッ」

「かわいい真璃香」

　ちゅっ、と首筋に赤い跡が残る。

　荒い息を繰り返し、男の指に再び追い上げられながら喘ぐ真璃香の耳元に甘い言葉が吹き込まれた。

「明日は休みだから、朝までこうしていようね？」

「あ、あ！」

　真璃香は狂おしげに身をよじり、開きっ放しの唇から喘ぎをもらす。よりどころを求めて壬涼の首に腕を回すと、彼は愛しげに真璃香の腰を抱き寄せた。

　開いた唇に男のそれが重ねられ、音を立てて互いの舌を吸い合う。

「んぁ、ふッ……」

　だんだんとなにも考えられなくなってくる。

　熱く痺れる感覚が腰全体を覆い、真璃香は無意識のうちにそれを大きく振り始めていた──……。






第３章　管理人の憂鬱






「はぁ……」

　しんどい。

　真璃香はパソコンに今月の経理を入力し終えるなり、テーブルの上で組んだ腕の上に顔を伏せた。

「大丈夫ですか？」

　郵便物の仕分けをしていた沙彩が心配そうに声をかける。

「あの、前から気になってたんですけど……蓮田さんってどうしていつもつかれてるんですか？　管理人の仕事ってそんなに体力使いませんよね」

　沙彩はショートの髪を耳にかき上げ、不思議そうに言った。

「そりゃあ、こんなにすごいタワーマンションですから気苦労は多いと思いますけど。でも掃除や警備なんかは全部外注だし、いったい他にどんな仕事をしてらっしゃるんです？」

「そ、それは……」

　女子大生の素朴な疑問に真璃香は答えられない。

（夜な夜な、御曹司さまの性欲発散に付き合わされてるだなんて言えないわよ……！）

　だって、どう考えても倫理的に問題がある。

　最後までやらなければいいというのは詭弁だ。もし真璃香が彼の許嫁の立場だったなら、潔白であるとは到底思えない。

　どう考えても、許嫁に対する気遣いではなく、御曹司を閉じ込めておくために与えられた暇つぶしのオモチャ──その方が近い。

　実際、自らが貞操帯をつけることで真璃香のそれを外させることを覚えた壬涼はそういうプレイにハマってしまった。

　つまり、自分のものを突っ込めない代わりに真璃香を別のもので満足させるという行為だ。




　先日、壬涼宛てに段ボール箱でなにかが届いた。

　彼への郵便物はあらかじめ全てを警備員がチェックする決まりになっている。管理人室で中身を確かめた彼らは顔を見合わせ、ひどく気まずそうな顔で中身を戻して封をした。

「？　渡してしまっても大丈夫なんですね？」

「はあ……」

　やはり、歯切れの悪い返事。

「なんなのかな、これ？　軽いけど……」

　仕事が終わった後で、部屋に戻る途中のエレベーターに乗りながらその箱をゆする。かさかさと中で別の包装が動くような音がした。

「おかえりなさい」

　部屋に戻るなり、笑顔で出迎えた壬涼にそれを渡す。

「なにか届いてましたよ」

「ああ、それね。楽しみにしてたんだ」

　にっこりと笑って箱を受け取った壬涼は、「ご飯できてるよ」と言って真璃香を中へ招き入れる。

「わざわざ自分で作らなくても家政婦さんに頼めばいいのに……」

「だって暇なんだもん」

「お仕事は？」

「そんなの午前中に済ませたよ」

　うーん、と真璃香はうなった。

（この人、有能なのは間違いないのにな……どうしてこう性格に難ありなのか……）

　お金持ちで家柄と顔もよい上に仕事もできる。これだけ聞けば、なんて理想の男性だろうかと誰もが思うに違いない。

　しかし、それを補ってあまりある問題があるわけだ。

「あのう、それでいいんですか？」

「どういうこと？」

「壬涼さん、せっかくかっこよくて頭もいいのにこれじゃ台無しっていうか……もっと普通に会社行ったり女の人と付き合ったりした方が幸せになれそうなのに」

　ぽつり、と真璃香は言った。

　壬涼はきょとんとした顔で、皿に料理を取り分けていく。おいしそうなホワイトソースの匂い。シーフードのドリアが目の前に置かれた。

「それはまず、幸せの定義から決めるべき話だね」

「定義？」

「たとえば、真璃香はそれで幸せになれるの？　毎日ちゃんと働いて、異性と付き合ってれば」

「それは……」

　壬涼と真向いの席に腰かけて、ちょっと悩む。

「どうでしょうか。ていうか、私の話じゃなくて壬涼さんの話ですよ」

「君でも俺でも変わらなくない？」

「変わりますって。だって、私が普通に働いたってせいぜい派遣社員ですよ。釣り合う異性は同じ職場の同僚とか、同じ年代のサラリーマンくらいで、そんなの普通過ぎて特に幸せがどうこうって考えるようなことじゃないと思います」

　ドリアに口をつけると、そこらのファミレスでは味わえないような美味が舌に広がる。それもそのはずで、材料は高級。作った人間の腕もいい。

　そう、壬涼は真璃香のような庶民とはまるで違うのだ。

「私と違って、壬涼さんがやる気になればもっとすごい仕事もできるでしょうし、すごい美人さんを恋人にすることだってできますよね？　あ、恋人については許嫁さんがいるんだから無理かもしれませんが……とにかく、せっかく恵まれた才能を持ってるんだから、それをちゃんと使わないのはもったいないと思うんです」

　すると、壬涼がおかしそうに吹き出した。

「なんで笑うんですか！　私、真面目に話してるのに」

「いや、そんな風に言われたのは初めてだから」

　くすくすと笑いながら、壬涼は白ワインのグラスを傾ける。

「恵まれた才能ねえ。ほんとにそうなのかな」

「どういう意味ですか？」

「いや、確かに俺は君の言う通り、いろいろな才能に満ちあふれているわけだけれど」

　自分であっさりと言ってしまう壬涼はやはり普通とは違う、と真璃香は改めて思う。彼はそのまま続けた。

「でも、幸せかと言われるとべつにそうでもないんだよ」

「だから、まともに生きないからですよ！」

　真璃香はどん、と飲んでいたワインのグラスをテーブルに置いた。

「真璃香、酔ってる？」

「努力は必ずしも報われるとは限りませんが、でもやっぱり、頑張らないことには現状って変わらないと思うんですよね。違いますか？」

「正論だなあ」

「じゃあ、それでも頑張る気がしないというのなら、それは壬涼さんに頑張る才能がないか幸せになる気がないんです」

　ワインをお代わりしながら真璃香が言うと、壬涼は「おや」と片方の眉を上げた。

「幸せになる気がないっていうのはちょっと心に響いたな。どうしてだろう？」

「どうしてなんですか？」

　目が据わってきた真璃香がテーブル越しに見つめると、壬涼は「ふむ」と考え込むように口元に手を添えた。

「なんだろう。ビジョンがないのかな？　どうなれば幸せなのかがよくわからないんだ。なにしろ、生まれた時からずっと普通の子どもと違う英才教育を受けてきたしね。俺にとって働くっていうのは他の誰かに命令したり金を右から左に動かすことであって、自分で労働するってことじゃなかったからなあ」

「うう……ほんと、庶民からするとうらやましい……」

　ため息をつき、真璃香はドリアを綺麗に食べきった。

「私なんて、大学行くお金がなくて高卒で派遣社員になって薄給でこつこつと働いてるっていうのに」

「えらいね、真璃香」

「そうです。えらいんです」

　自分でほめてあげないと、切なくなってくるので真璃香は頷いて繰り返した。というより、酔いが回っているのだ。

「明日も仕事なのに……壬涼さん、夕食にお酒出すのやめてくださいよ」

「ディナーにはこれがなきゃ。おいしかった？」

「はい」

「それはよかった」

「で、話が逸れてますよ」

「ああ、幸せについてね」

「そうです」

　真璃香は頷き、ふと提案する。

「壬涼さん、バイトでもしてみればいいと思いますよ。どれだけ自分が恵まれてるか、身をもって知るべきかと」

「いいかもね。でも、いまの俺はここから出られないんだよ。お祖父さまにも困ったものだ」

「壬涼さんの女癖が悪いからじゃないですか！」

「あはは、自業自得かな」

「……おかげで、私まで巻き込まれちゃって……前途多難……」

「嫌なの？　俺との契約」

「うー……」

　わかりません、と真璃香は微かな声で言った。

「壬涼さんのことは嫌いじゃないので、こうやって一緒に暮らすのは楽しいですけど。ああいうのは、あんまり」

「ああいうのって、こういうの？」

　いつの間にかそばに回り込んでいた壬涼の唇が真璃香のそれに重ねられる。

「んッ……」

「好きじゃないの？」

「それは──」

　言葉が舌を伝わり、直接体に響いてくるかのようだ。くすぐったそうに身をよじった真璃香は反射的に彼の胸を押し返そうとするが、手を取られてそのまま背中に回されてしまう。

「あッ」

　そのまま、抵抗できなくされた状態で強引に唇を貪られる。

　ぞくぞくとした感覚が背筋を這い上がり、足が床の上を泳いだ。

「壬涼さ、ふぁ、あッ」

　出し抜けに、服の上から掴まれた胸が卑猥に形を変える。

　そのまま、味わうような感じでまさぐられているうちに体の奥底から欲情がこみ上げてくる──びくびくと、真璃香はやるせなさそうに身じろいだ。

「んぁ、あッ」

「俺以外の男にこうされたことあるの？」

「……や、あッ──……」

　しつこいくらいに胸ばかりを愛撫され、たまらなくて喘ぎをもらした。

「そこばっかり、やめてくださッ……」

「でも、初めてじゃないよね」

　どきりとして、真璃香は息を止める。

「それは……」

「初めて付き合った男が下手だったとか？」

「うッ……」

　近い、と真璃香は思った。

「……初めて働いた会社の先輩で、あっちから告白されて付き合ったんですけど……デートの後で強引にホテルに連れ込まれて。すごく痛くて、最後までできなくて……ぁ、ッン」

　真璃香のシャツのボタンを外した壬涼の手が服の中へと差し込まれ、下着越しに乳房に触れる。あの時は、こんな風に優しく触れてなどもらえなかった。

　前戯もそこそこに避妊具をつけたそれを押し当てられ、ほんの先端が入っただけで痛みを覚えて拒否してしまった。

「かわいそうに」

　壬涼は労るように呟き、手のひらで包み込んだ膨らみをたんねんに揉みほぐしていく。

「そんなどうしようもない男のことなんて俺が忘れさせてあげるよ──」

「あッ……！」

　不意に体が浮いて、真璃香はリビングのソファに押し倒されていた。

「や、ッだめ──！」

　壬涼の指先がスキニーパンツの上から脚の付け根を愛撫する。彼が代わりにつけるからといって、ここ数日は貞操帯をつけていなかった。

　固いそれ越しではなく、柔らかい布地の上から触れる手つきは真璃香の体に十分な熱を与えてしまう。

「ッや、あ、んぁ」

　逃げようとソファにうつ伏せになろうとする真璃香の背後から覆いかぶさった壬涼は、強引に腿を割ってその合間に手のひらを滑り込ませる。

「いや、あッ」

　服の上から強めに付け根をいじられると、びくびくと腰が震えてしまう。

「スキニーってここのラインがぴったりしててすごくそそるよね。俺はスカートよりも好きだな。見た目も触り心地も、すごくエロくて犯したくなってくる」

「ぁ──！」

　ぐに、と秘部の場所を上から指で押し込まれ、真璃香はやるせない喘ぎを上げた。

　直接触れられるよりも、服を着たままの愛撫はもどかしくて精神的に追い込まれるような気がする。

「やめて、私、あッ……」

　もう片方の手がわきの下を回って右の胸をいやらしくいじり始める。

　そちらに翻弄されている隙に、下腹部を愛撫していた壬涼の指先がウエストのボタンを外してジッパーを下ろしていく。

「やッ──」

　その音すら淫猥に聞こえ、真璃香は身を縮こまらせて震えた。

「あぁッ……」

「かわいいね、真璃香。そのまま俺の腕の中で身を任せて」

　壬涼は背後から真璃香を抱きかかえるようにして、左手をスキニーの中へと差し入れる。今度は下着の上から愛撫され、ぞくりとした快感が背筋を迸った。

　羞恥と性欲の入り混じった、目を背けたくなるほどの感覚──。

　指先がそっと緩急をつけてそこをいじくる。

　薄い布地越しに割れ目にそって下から上へ。そしてまた、上から下へ。

「ぁ、あッ」

「かわいい真璃香……」

　ちゅ、と首筋を吸い、真璃香の胸を隠していた下着を上にずらす。

　こぼれ落ちた柔らかい膨らみを手のひらで受け止め、優しく揉みしだく壬涼の手つきに真璃香は甘い吐息をもらす。

　壬涼は真璃香の抵抗が止んだところでその体をうつ伏せに変え、まくり上げたシャツの背中に唇を滑り落としていく。

「ぁ、あ──ッ」

　なまめかしく身をよじる真璃香の腰を抱き、下着ごとスキニーを下げていく。白い尻の曲線が男の目にさらされ、恥ずかしげに揺れた。

「かわいい」

「きゃッ」

　尻の頂を唇で吸われ、思わず悲鳴を上げてしまう。

「壬涼さん、そんなとこ──ゃ、ちょっと、あッ」

　跡が残ってしまうと心配になるくらい、そこを何度も吸われるうちに力が抜ける。壬涼は真璃香の腰を掴んで尻を高く上げさせると、後ろからその付け根に吸い付いた。

「や、あッ──！」

　激しくそこをすする音に、真璃香はぎゅっと目を閉じて顔を背ける。

「ゃ、ひぁ、あッ」

　秘部に触れた壬涼の唇はそこへ唾液を送り込み、混ざり合った愛液を舌で舐めとる。尻を割り開くように掴んだ指先が皮膚に食い込み、ぐっと力を入れて左右に脚を開かせる。

　淫らな格好で尻を突き出した真璃香は、ソファに額を押し付けるようにして切ない喘ぎを上げ続けた。

「ぁ、あッ、やぁ、あッ……、あッ」

　びくびくと腰が震え、だらしなく開いた唇からは甘い嬌声がこぼれる。

　こんな姿、誰にも見せられない──。

「み、すずッ……さ、も、無理ッ……あ、あぁッ──！」

　懇願しても、彼の舌使いはますます激しさを増すばかりだ。

　さらに尻を割り開き、奥まで舌を届かせようとする。

　男の知らない女の秘境を全て暴こうとするかのように。未踏のそこを踏みにじり、犯しきろうとするその動きが真璃香の本能を呼び覚ます。

「ひぁ、あッ」

　最初は怖がっていたはずの体が汗ばみ、自ら脚を開いて男の舌を招きこもうと動き始める。

　蜜で蕩けた内壁はほころび、自らくねって奥深くへ誘おうとひくついた。

「ぁ、あ、あッ」

　まるで生き物のようにうねる舌が内壁をなぶり、奥を突く。

　真璃香が耐えきれずに頭を振ると、伝わり落ちた汗がソファの上に飛び散った。

「だめ、や、あッ、あッ」

　体をひねるようにして壬涼の頭を掴んで離そうとすると、その動きを利用されて真璃香はくるりと仰向けにされてしまう。

「んぁ、ああッ！」

　壬涼の右手が膝を掴み、大きく開かせた脚の付け根へと彼は再び口付ける。仰向けになったため、薄い茂みもなにもかもが彼の目の前にさらされている。

「や、あ、あッ」

　極限に至る羞恥の中、真璃香が大きく背中をそらして感じ入った。

「いや、んぁ、あッ──！」

　ひと際大きく背がしなった瞬間、びくびくと腰が震えて脳天まで突き抜けるような快感が迸る。

「ぁ、はぁ、あッ……」

　達してしまった真璃香の体から壬涼はようやく顔を上げ、ソファを離れてなにかを取りにいった。

「？」

　不思議に思った真璃香が顔を上げると、彼は手に見たことのないものを持っている。

　おもちゃ──だろうか。

　シリコンっぽい、柔らかそうな見た目。

　ちょうど手で握れるくらいの太さと長さ。

　それがなにを意味するのか遅ればせながら気づいた真璃香は、悪い冗談を聞いた時のように口元をひきつらせた。

「ちょっ……壬涼さんそれ、まさか!?」

「いい形のディルドでしょ？　ほら、俺は君とやっちゃ駄目だからさ、代わりにこれを使ってみようと思ってね」

「いやいやいや、初心者の私にはちょっとレベル高すぎですって！　男の人のも入れたことないのにそんなの無理です」

「大丈夫、俺のより小さいから」

「ち──」

　ちいさい。

　笑顔で言われた言葉に頭が真っ白になっている間に、壬涼は慣れた手つきでそれにコンドームを被せると用意していたローションで全体を濡らしていった。

「あの、どうしてそんなに慣れた感じなんですか」

　おそるおそる、真璃香はたずねる。

「慣れてるからだよ」

「どうして慣れてるんですか……」

「そりゃあ──」

「いや、やっぱり言わなくていいです。あと、それを私に突っ込もうとしないでください！」

「どうして？　絶対に気持ちいいよ」

　コンドームを被せたディルドを片手に、きょとんと首を傾げる御曹司。まったく悪びれる様子のないことに真璃香のほうがまるで間違っているかのような気分になってきてしまう。

（流されちゃだめ！）

　でも、じゃあどうすればこの場を切り抜けられるだろうか。

「そもそも、どうして嫌なの？」

「……壬涼さん、女の人の気持ちがわからない人ってよく言われません？」

「あー」

「ほら、やっぱり！　男性経験もないのにいきなりそんなもの突っ込まれそうになったら全力で拒否するのが普通ですから！」

「でも、俺のを突っ込んだら契約違反で終了でしょ？　それとも──」

　壬涼は真璃香の両脇に手をつき、上からこちらを見下ろしてくる。彼の影に包まれた真璃香はどきりと胸を高鳴らせた。

「最初で最後のセックスを俺としてみる？　真璃香」

　長い指先に唇をなぞられ、綺麗な瞳に見つめられる。

　速まる鼓動。

（それでも、いいんじゃないかしら？）

　打算がささやく。

　だって、そうすれば真璃香はこの役目から解放されるのだ。ただ一度だけ、彼を受け入れるだけでいい。

　それだけで、この理不尽な雇用契約は終わりを告げる。

「…………」

　すぐには答えられず、真璃香は言葉を失ったまま壬涼を見上げていた。

「真璃香？」

　はっとして、彼の眼差しから逃げるように目を逸らす。

「でも、そんなことをしたら──壬涼さんの許嫁に面目が立ちません。決まった人がいるのに他の女の人を抱くのは浮気じゃないんですか？」

「会ったこともない相手だよ。好きでもなんでもない女に操を立てるのがそんなに大事なこと？」

「それは……」

　真璃香にはなにも言えない。

　御曹司という壬涼の立場は自分とはまるで違うもので、いまこうして肌を触れ合わせていること自体が奇跡のようなものなのだ。

「よくわかりません」

　仕方なく、真璃香は白旗をあげる。

「でも、もし結婚が嫌なら、その気持ちをもっと大事にしてもいいんじゃないでしょうか。お祖父さんと話し合うとか」

「無理だよ。あの人は自分のことしか考えてないんだから」

「そうですか？　逆に壬涼さんのことを心配して、こんな面倒くさい契約を用意したように思うんですけど」

「俺を心配？」

「だって、壬涼さんちょっと変わってますし……放っておいたらとんでもないことになっちゃいそうじゃないですか」

　すると、壬涼は心外そうに瞬きをした。

「まさか自覚ないんですか？」

「真璃香はものをはっきり言うんだね」

　くすりと笑い、壬涼は真璃香の頬を撫でる。

「俺のまわりにいた女はみんな、機嫌をうかがうか、媚びるか、距離を取るかしかしなかった。まともに話せたのは君くらいかもしれない」

「押し倒された状態で言われてもあれですけどね……」

「なら、もうひとつ選択肢があるな」

「え？」

　首を傾げる真璃香に彼は思いつきとしか言いようがないことを告げた。

「ふたりで駆け落ちするんだよ。俺たちのことを誰も知らない場所へ逃げちゃうんだ」

「壬涼さん、現実と向き合ってください」

　呆れたように真璃香が言うと、壬涼は笑って手元を動かす。

　びくん、と真璃香は腰を揺らした。

　脚の付け根に冷たくて固い感触。壬涼がディルドの先端をそこに押し付けたのだ。息を呑んで喉をのけぞらせる間に、それはぐっと襞の合間にめり込んでくる。

「やっ……壬涼さん、やめてって言ってるのにッ──」

「俺の告白をむげにする君が悪いんだよ。大丈夫、優しくするから」

「ぁ、やッ……！」

　ローションで濡らされたそれは思いもよらぬほどすんなりと真璃香の中へ入ってきてしまう。

「ぁ、あッ」

　奥を突かれた瞬間、大きく背がしなる。

「だめ、あ、ああッ！」

　初めての感覚に真璃香は我を失うほどの嬌声を迸らせた。

　未踏の秘部にもぐりこんだディルドの根本を持った壬涼はそれをぐりぐりと動かして真璃香の体内を刺激する。

　ぎちっとはまり込んだそれが蠢く度、真璃香は淫らに腰をよじって喘いだ。

「や、あッ、ぁ、あッ」

「気持ちいい？」

「よく、わかんな……ッン、あ！」

　ずるりと半ばまで抜かれたディルドを再び突き込まれ、身も世もなく喘ぐ。

　指とはまるで違う太さと長さに真璃香の秘部はひきつるように押し広げられ、挿入の度に濡れた音をひっきりなしにたてる。

「ぁ、あッ」

「だんだんと馴染んできたね」

　壬涼は微笑み、休むことなく手を動かし続ける。

「んぁ、あッ、あ」

　少しずつ、真璃香の喘ぎに熱がこもり始めた。

（まるで、自分の体じゃないみたい──）

　体内を犯すディルドが自分の体温で温まり、ひとつになっていくような感覚。下半身全体が性感帯となって、どこからどこまでが自分の体なのかわからなくなってくる。
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「ぁ、ッふ、んぁ」

　次第に濡れた声を上げ始める真璃香を愛しげに見下ろしたまま、壬涼は空いている方の手を胸へと伸ばしてそこを揉み始めた。

「ンッ……あ、あ！」

　下を突かれながらそうされると、なんとも言えない快感が全身を支配する。

　たまらず、体をくねった。

「ぁ、あッ……！」

「感じてるね、真璃香」

　ぷくりと立ち上がった乳首を指先で押しつぶし、壬涼は甘い声でささやいた。

「おいで」

　真璃香の腕を取り、体を起こさせた壬涼は自分の脚の間にディルドを置いてその上に腰を落とさせる。

「ふぁ……ッ！」

　自分の体重ごと貫かれ、真璃香は切なげに喘いだ。

　真璃香の背を自分の胸へ預けるようにして抱きすくめた壬涼は、後ろから回した手で下からすくい上げるように柔らかい乳房を揉む。

「あ、ッぁ、あッ」

　壬涼は真璃香の腰を抱き寄せ、動くのを手助けする。

「ほら、好きなところが当たるように動いてごらん？　どこがいいの？」

「やッ……！」

　先端が内壁を擦り上げる感覚にびくんと真璃香の背がしなる。

「そこ、やッ──あ、あッ……！」

　前かがみになると、敏感なところに先端が当たってしまう。真璃香の腰に手を添えた壬涼は踊るようにそこを揺らす。

「いや、あッ、あ！」

「ここがいいんだ？」

　耳元でささやかれ、真璃香は羞恥に目が潤むのを感じた。

（感じてる？　これが？）

　気持ちいいというよりは、もどかしいといった方が近い。

　真璃香は唇を噛みしめ、熱い吐息をもらした。

「私、よくわからなッ……──ぁ、あッ」

「感じてるんだよ。女の部分をこれに突かれて淫らに喘いでるんだ。ほら、よく見て」

　壬涼は真璃香の腰を前に出して、大きく腿を左右に開いた。

「ッ……」

　黒くて太くしなったディルドが根本まで自分の中に埋まっているのを目にしてしまう。

「こんなにおっきいのが、なか、に……？」

「そうだよ。感じている証拠に、ここも──」

「ひぁッ！」

　膨らんで敏感になった秘部の前の突起を指で摘ままれ、真璃香は悲鳴を上げた。

「やめて、そこは、変になっちゃう……！」

「いいよ、もっと見せて？　真璃香がよがるところ、もっと見たい」

「だめ、いや、あッ」

　こぼれた愛液を塗り込まれ、剥かれた内部をいじられると電流のような快感が背筋を這い上がってくる。

　身をよじればよじるほど、体内に収めたものの形がわかるぐらいに内壁が圧迫され、余計に攻め立てられてしまう。

「いや、あッ、んぁ、ぁ」

　次第に前のめりになっていく真璃香を四つん這いにさせ、壬涼は後ろからディルドを激しく挿入する。

「ぁ、あッ、ああッ！」

　がくがくと腰を痙攣させながら、真璃香はひとりで絶頂を迎えた。迸る潮がソファを汚していく──……。




（あの人、絶対に変態だよ……）

　テーブルに突っ伏したまま、真璃香は深いため息をついた。

「大丈夫ですか？　なにか温かいものでも入れましょうか」

「ありがとう」

　沙彩の淹れてくれたコーヒーを飲んでいると、彼女が「でも」と少し言いにくそうに口を開いた。

「オーナーの宇能さんと一緒に暮らしてるなんてうらやましいなあ。すごいお金持ちなんですよね」

「うん。すごいよ」

「ですよねえ。その、玉の輿とか狙っちゃってたりするんですか？」

「えっ……」

「そんな驚いた顔しないでくださいよ！　だって、そういう風に考えちゃいません？　私が蓮田さんの立場だったらあわよくばって考えちゃうなあ」

　若くて明るい沙彩はまったく悪びれる様子もなくそんなことを言った。

　言われたほうの真璃香の脳裏には壬涼の言っていた言葉が再生される。そう、彼は確かに言ったのだ。

　──ふたりで駆け落ちするんだよ。俺たちのことを誰も知らない場所へ逃げちゃうんだ。

「…………」

　頬を染めてコーヒーをスプーンで無意味にかき回していると、なにかを察した沙彩が突っ込んでくる。

「あ、なにか心当たりがあるんですね？　もしかして、雇用者と被雇用者という関係以上のなにかがおふたりにはあったりなかったり？」

「なッ……ないよそんなの！」

「ははーん、図星ですね。だって、若い男女が一緒に暮らしていて、なにもないなんてことがあるわけないじゃないですか」

　得意げに言う沙彩に真璃香は真っ赤になって反論する。

「そんなこといって、あやちゃんはどうなの？　彼氏とかいるのかな」

「いますよ」

「いるんだ！」

「そりゃあ、ひとりやふたりいますって」

「ふたりはいらないかな……。ねえ、あやちゃん。男の人にとって女ってどういう存在なんだろうね？」

「なんですかいきなり？」

「そういうことを深く考えざるを得ない事情っていうのがあってさ」

「それ、やっぱり宇能さんとのことですか？」

「黙秘します」

「ずるい！　いいじゃないですか、教えてくださいよ。本当はどういう関係なんです？　愛人？　恋人？　それとも遊び？」

「うーん……」

　まず、恋人ではないなと真璃香はその可能性を却下した。

（愛人？　っていうのも違うよね……私のイメージだと愛人はほとんど恋人と同じ意味だけど、周囲には認められない日陰の存在って感じだもの）

　すると、残るは遊びというやつだ。

（近いかもしれない……）

　嬉々としてアダルトグッズで真璃香を攻め立てる壬涼の楽しげな笑顔が思い出される。

「蓮田さん？」

「ねえ、あやちゃん。ここで最初の問いに戻るのよ。女癖の悪い男の人ってなにが不満なんだろう？　単なる色欲魔なのか、それともなにか原因があるのか。どう思う？」

　すると、沙彩は腕を組んでうーんとうなった。

「飲酒やパチンコなんかと同じで、一種の嗜虐癖なんじゃないですか？」

「嗜虐癖？」

「さびしさをまぎらわせるためとか、忘れられない誰かがいてやけになってるとか。もちろん人によるとは思いますけど、そういうのって対象がなにかっていうのはあんまり重要じゃなくて、代替的な手段なんじゃないかなあ」

　沙彩がそう言ったとき、インターホンが鳴って来客がおとずれた。

「はい。なにかご用ですか？」

『宇能壬涼さんの部屋に行きたいんです。通していただけますか？』

　カメラに映っているのは、おとなしそうな若い女性だった。良家のお嬢さんといった雰囲気で、セールスの類には見えない。

　真璃香はきょとんと首をかしげ、たずねた。

「どういったご用件でしょうか？」

『わたし、壬涼さんの許嫁の芦あし谷や榛はると申します』

「い──許嫁!?」

『はい』

　にっこりと榛は微笑み、とんでもないことを言った。

「宇能百太さまの許可はいただいて参りました。壬涼さんと既成事実をつくりにきたんです。──通してもらえますね？」
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「…………」

　さっきからずっと、管理人室には重い沈黙が降りている。

　耐えきれなくなった沙彩が口を開いたのは、榛が目の前のエレベーターに乗って姿を消してから、きっかり三分後のことだった。

「いいんですか、蓮田さん」

「え？」

　ぼんやりと聞き返すと、沙彩は真剣な顔で言った。

「蓮田さん、宇能さんのプライベートの面倒を見なきゃならないんでしょう？　既成事実ってつまり、そういうことですよね。阻止しなくていいんですか？」

「で、でも……お祖父さんの許可があるって言ってたし」

　真璃香は困り果てる。

　宇能壬涼の許嫁を名乗る芦谷榛という女性が言うには、ふたりの結婚話はどうも難航しているらしい。

　原因はずばり、壬涼の女性遍歴である。

（そりゃあ、ちゃんと調べたらそうなるよね……）

　いくら祖父である宇能百太が手を回したとしても、相手も彼に見合う良家の令嬢だ。探偵や弁護士を使い、身辺調査をした結果、壬涼がとんでもない下半身を持つ男だということが判明してしまった、ということらしい。

「でも、私は壬涼さんがいいんです」

　事情を説明した榛は、きっぱりとそう言った。

「だって、莫大な不動産利権を持つ宇能百太のただひとりの後継者ですもの。お母さまたちはやめたほうがいいと言うけれど、私は彼の性癖になど興味はありません。あのルックス、実業の才能、そして地位」

　おとなしげな外見にそぐわず、榛はそこまで一気に言った。

　真璃香が口をぱくぱくさせてなにも言えないでいると、くすりと微笑んでエレベーターのボタンを押した。

「幸い、相手は女癖が悪いという男性。わたしがあの人のものになったと知れば、お母さまたちも彼に責任を取らせざるを得ないでしょう？　それでは、いってまいります」

　そうして、彼女は壬涼の元へと向かったのだ。

（なんか、いきおいに押されちゃったけど……）

　真璃香はちら、と防犯カメラの映像を見た。

　そこには壬涼の部屋の前の廊下が映し出されている。ほんの少し前、榛がそこを通って行ったのを見たばかりだ。

（やだな、なんだか胸がざわざわする。壬涼さんとあの人が今ごろ、あの部屋で……？）

　腕を絡ませ合って抱きしめ合うふたりの姿を想像してしまって、真璃香はぞくりとした。いてもたってもいられない悪寒が走る。

「蓮田さん？」

　沙彩が心配して顔を覗き込んでくる。

「だ、大丈夫……」

「ねえ、いまからでも止めにいきましょうよ」

「あやちゃん？」

「だって、蓮田さんすごくつらそうな顔してる。嫌なんですよね？　宇能さんとあの女がそういう関係になるのが。いいから行きましょう！」

「あっ──」

　真璃香の手を引いた沙彩が管理人室を出ようとした時のことだ。ちょうどドアを開けようとしていた高峰さんが立っていて、正面からぶつかりそうになる。

「ちょっと、何事ですか？」

「す、すみません」

　慌てて謝る沙彩に高峰さんの目がつり上がる。

「あなた、アルバイトの子？　ここはあなたみたいな庶民とは違ってハイソサエティな人間が住んでいるマンションなのよ。ちょっと行動ががさつ過ぎるんじゃなくて？」

「すみません……」

　泣きそうな沙彩をかばうように、真璃香が前に出た。

「あの、申し訳ございません。急いでいたんです。高峰さんはどうなさったんですか？」

「下の階の高井さんがベランダで煙草を吸うから、煙がうちの部屋に入ってくるのよ。煙害ってやつよ、どうにかしてくれない？」

「は、はあ……でも、ベランダは廊下と違って共有スペースではありませんから……」

「そういう問題じゃないでしょ」

　高峰さんは腕を組み、居い丈たけ高だかにこちらを見上げてくる。

「毎晩毎晩、すぱすぱすぱすぱと吸われた煙草の煙がこっちに入ってきてみなさいな。副流煙が体に悪いのはいまや当たり前の常識でしょう？　それで私の体調に異変をきたしたらいったいどうして──」

「じゃあ、別の部屋をご用意しましょうか？」

　手が付けられないくらいヒートアップしていく高峰さんがまさに噴火する直前、割って入ったのは壬涼の余裕ある声だった。

「み、壬涼さん!?」

　どうしてここに、という真璃香と沙彩の声を無視して、壬涼は高峰さんに色っぽい微笑みを向けている。

「やだ、宇能さん!!　お恥ずかしいところをお見せしちゃってまあ！」

「いえ、このマンションのオーナーは俺ですから。ご不満があればいくらでもご相談ください。それで、下の階からの煙害でお困りなんでしょう？　ちょうど別の階の角部屋が空いているので、そちらへ引っ越されてはいかがです。もちろん、家賃は据え置きで構いませんよ」

「いいんですか!?」

　ぱっ、と高峰さんの顔が輝いた。

　角部屋は家賃が他よりも二十％ほど高いのだ。それを据え置きということは高峰さんにとってはお得な申し出である。

「ええ。すぐに契約書をご用意いたします」

　壬涼がにっこりと頷いた。

　高峰さんもにっこりと満面の笑みで了承する。

「では、さっそく引っ越しの手配をしますわね。おほほ、それではごきげんよう」

　上機嫌で高峰さんが乗り込もうとしたエレベーターから、若い女性が泣きながら降りてきた。

「芦谷さん!?」

　彼女はこちらを一切気にせず、涙をぬぐいながらマンションの玄関へと駆け抜けて行ってしまった。

　ぽかんとその背を見送る真璃香に、壬涼があっさりと言う。

「破談かなあ」

「いったいなにをしたんです？」

　彼は平然と腕を組んで答えた。

「既成事実が欲しいって言うから、いつも君にしてるのと同じことを」

「なっ……」

　まさか、と真璃香は彼の胸倉を掴み、沙彩には聞こえないように小声でささやいた。

「深窓のご令嬢にいきなりアダルドグッズを？」

「うん」

「さ、最低だ……！」

　がっくりと肩を落とす真璃香の顎をとり、壬涼は甘くささやく。

「でも、おかげで君以外の女を抱かずに済んだじゃない。俺が彼女と寝るの、嫌だったんでしょ？」

「────」

　真璃香は瞬きする。

「なんでそれを知ってるんですか？　そういえば、高峰さんとのトラブルもわかっていたようなタイミングで助けてくれたし……」

「そんなことより、口直しさせてくれない？」

「んッ──」

　壬涼の唇に自分のそれをふさがれ、真璃香はびっくりして目を見開いた。隣で沙彩が真っ赤な顔をしてこちらを見ている。

「ちょっと、壬涼さん！」

「君、後の仕事は任せたよ」

「は、はい！」

　頷く沙彩を後に残して、壬涼は真璃香の手を引くとエレベータの中に引き込んだ。閉まっていく扉の中で深く唇を重ねてくる。

「や、壬涼さッ……こんな場所で」

「だって、中途半端に体が火照って我慢できないんだよ。ひさしぶりに女を抱けると思ったのに、逃げられちゃってさ」

「嘘──」

「なにが？」

　背中を壁に押し付けられ、唇を貪られながらも真璃香は言葉を紡いだ。

「ほんとに彼女を抱きたかったのなら、引かれるとわかってるアダルトグッズなんか使わなければよかったんです。ほんとは、彼女が自分から帰るように差し向けてあげたんでしょう？　ンッ──」

　シャツの上から胸を掴まれ、びくんと感じ入る。

「ぁ、やッ……」

　壬涼はそこを強めに揉みつつ、もう片方の手のひらで真璃香の尻を淫らに擦り上げた。

「ぁ、ッあ」

　切なげにゆがむ真璃香の顔を間近に見つめ、壬涼はくすりと笑った。

「ちょっと違うな。俺は君以外の女を抱きたくなかったんだよ」

「──ッ」

　真璃香の頬が熱を持ち、下半身に快感の種が生まれる。

　エレベーターを降りた壬涼は真璃香を抱きしめたまま自室へ連れ込み、広いベッドの上にその身を組み敷いた。

「ぁ、ああッ」

　剥き出しになった胸の頂きを吸われ、真璃香はやるせない吐息をついた。シャツは乱され、ホックを外された下着が肩のあたりにわだかまっている。

　壬涼はその下着を真璃香の頭をくぐらせて脱がせると、下半身へと指先をしのばせた。

「や、ぁ、あッ」

　ちゅく、と音がして直接そこを愛撫される。

　たまらず、真璃香は身をよじって逃げようとするが、すぐにベッドの上で腰が跳ねた。壬涼の指先が第二関節まで埋まり、秘肉をかき分ける。

「真璃香は俺が欲しくない？　ここに、無機質なシリコン製じゃない熱くて固くて、そそり立つ俺自身が──……」

　耳元で熱くささやかれ、真璃香はぞくりとして両目を閉じた。

「だめ、ゃッ……」

「正直に言ってよ、真璃香」

　耳をなぞる舌の動きに、びくびくと腰が震える。

「ふぁ、あッ」

「嫌だったんでしょ？　俺が他の女を抱くのが。こんな風に触れて、自分じゃない女をイかせるのが嫌だったんだよね」

「ど、してそれを……ぁ、あッ」

　壬涼はベッドサイドに置いてあったモバイルを取り寄せ、その画面を真璃香に見せた。

「──ッ」

　管理人室の映像だ。

　沙彩がひとりで留守番をしている。

「ぜ、全部見て……!?」

　信じられないほど傲慢な手段に、真璃香は声を失った。

「だからあの時の君も撮ってあるよ。ほら」

　壬涼の呼び出した動画は前に管理人室で彼に押し倒された時のものだった。

　テーブルの上で仰向けになった真璃香の脚に自分のものを挟み込み、疑似挿入を繰り返す壬涼の背中越しに自分が淫靡によがる顔を見せられ、かあっと全身が熱くなる。

「へ、変態……!!　これ、何度も見返してたんですね、ひとりで!!」

「そう。何回もイったよ。こうやって、自分の手で慰めて」

　壬涼の手が自分の腰に伸び、ズボンのベルトを外す。

　ジッパーを下げ、下着をずらして中から取り出したそれを、根本から先端まで指先でしごき上げる。二、三度それを繰り返すだけで、ぐっと反り返った淫らな男の欲望に真璃香はごくりと喉を鳴らした。

　彼は貞操帯をつけていなかった。

　真璃香も、今は素の体のままだ。壬涼がその気になっただけで、それは簡単に真璃香を貫くだろう。

「だめ、やめて……」

　力なく首を横に振る真璃香であったが、パンツを下着ごと脚から抜かれ、ベッドの下に落ちた。その上から空になったコンドームの袋が捨てられる。

「入れるよ、真璃香」

「だめッ──」

　ぐっ、と壬涼の腰が、左右に開かれた真璃香の脚の間に押し込まれた。真璃香は短い悲鳴を上げ、腰をのけぞらせる。

　猛った欲望の形が入口の襞をかき分け、ずぶりと中にもぐり込む。思っていたよりも挿入はスムーズに済んだ。

　それもそのはずだ。

　そこは、そういう風になるためにできている器官なのだから。

　あつらえたようにぴたりと真璃香の中に欲望を収めきった壬涼は満足そうな吐息をついて腰を揺すった。

「ぁ、あッ、あ──……！」

　違う。

　指ともディルドとも全く違う。

　真璃香は頬を染め、切なげに喘いだ。

　まるで、ようやく自分が完全な存在になれたかのような錯覚。これまでの自分に欠けていたなにかが埋められ、満たされたような快感。

「やッ、あ、あ、んぁ、あッ」

　今までとは違う嬌声を上げる真璃香の反応が、さらに壬涼の動きを淫らにあおる。

「ここがいいの？」

「ひぁ、あ！」

　ベッドに両膝をついて腰を浮かせた壬涼に奥を突かれ、自分でも信じられないような喘ぎがこぼれた。

「や、そこ、やッ、あぁッ」

　のけぞった頭が突かれるごとにがくがくと揺れる。

　壬涼はますます激しく腰を躍らせ、奥を突く。子宮の入口を容赦なく突いてくる欲望の猛々しさに真璃香は身がすくむほどの快感を覚えた。

「だめ、やッ、あ！　あ！」

　シーツを掴み寄せ、びくん、と大きく腰を震わせる。軽くイってしまった真璃香の片脚を胸につくほどに抱え上げ、壬涼は角度を変えてそこを攻めた。

「まだ、もっと奥まで入るよ」

「──ッ！」

　ぐい、と腰を限界まで押し付けられた真璃香のまなじりから涙がこぼれる。

「ぁ、あッ！」

　もうこれ以上は無理という限界を壬涼はやすやすと超えてくる。

「だめ、も、入らなッ……ぁ、あ！」

　恐ろしいほどの快感と同時に本能的な恐怖すら背筋を這い上がる。ぐりぐりと膣の最奥にある壁を突き破るほどに突いてくる壬涼の欲望は底を知らない。

「み、すず……さ、あッ」

　すがりつくように伸ばした両腕を掴まれ、腰を踊るように使われると身も世もない嬌声が響いた。

「あ、あ！」

「真璃香──」

「ッぁ、壬涼さ、ん……ッ」

　がくがくと揺さぶられる度、後から後からこみ上げてくる淫らな快楽。

「ぁ、あッ、あ、あッ」

　腕を引かれ、ぐっと体が壬涼の腰に密着する。

　真璃香は大きく背をしならせた。

（なにもかんがえられない──……）

　ただ、獣のように求められ、一番大事なところを貪られる。

「ふぁ、あッ、あ」

「たまらないな──」

　壬涼の唇からも愉悦の吐息がこぼれ落ちた。

「真璃香、気持ちいい？　俺は最高の気分だよ。君の中は熱くて締りが良くて、ずっとこうしていたくなる」

「ひぁ、あ！」

　彼はいっそう腰を激しく突き上げ、真璃香を酔わせ続ける。

「もっと、君をちょうだい？　まだ足りないよ、もっと繋がって奥まで突いてわけがわからなくなるまでよがるんだ、俺と君とふたりで」

　壬涼の言葉はまるで呪文のように真璃香の体を縛り、この行為に没頭させる。

「んぁ、ッ……」

　ずるりと中から勃起した壬涼のものが抜き取られ、虚脱感におそわれた真璃香はぶるりと身震いしてベッドの上に倒れ込んだ。

　その体から残りの衣服を剥ぎ取ると、壬涼は自分のシャツを脱ぎ捨て、見事に均整の取れた上半身を露わにする。

　その思わず見惚れるほどの肉体とは不釣り合いなほどに生々しくそそり立つ薄いゴム越しの中心は、ふたりの愛液にまみれてぬらりと光っていた。

「──……ッ」

　平然と己の欲望をさらす壬涼の姿は、真璃香にある種の衝撃を与える。

　選ばれた存在。

　家柄も、容姿も、地位も、金も、才能も、全てを持ち合わせてこの世に生まれた男。だが、その唯一無二とまで言えるほどの彼も完全ではあり得ない。

「この猛りは、ひとりじゃ収まらないんだよ。わかるよね、真璃香」

　壬涼の指先がエロティシズムを極めたような動きで己の屹立した性器の表面をなまめかしく撫で上げる。

「ぁ……」

　めまいすら覚えるほどの卑猥で美しい所作に、ベッドにくずおれたままの体勢で真璃香は喘いだ。

　伸ばされた壬涼の手に腿から腰を撫でられ、うつ伏せにされる。

　高く尻を突き上げるような体勢に羞恥を覚えた直後、濡れそぼってひくひくと震える秘部に熱くみなぎる先端が押し当てられた。

「──ッあ」

「君にもわかるはずだよ、真璃香。だって、この蜜に濡れまどった深くて神秘的な場所はこうやって自分に欠けているものを埋められるためにあるんだから──」

　ずぶ、と後ろから押し込まれる感覚に真璃香は背をしならせて甲高く鳴いた。

「ぁ、ああッ……！」

「ね？　ひとつになるのは気持ちいいでしょ、真璃香」

　汗ばんだ背に壬涼の胸の鼓動を感じる。

　彼は覆いかぶさるようにぴったりと真璃香の体を抱きすくめ、腰を小刻みに揺すった。

「ぁ、あッ、あ」

　もう、頭が真っ白になる──。

　壬涼は真璃香が初体験であることなど忘れてしまったかのように、熟練した手つきで体中を愛撫する。

　下向きになった乳房をいっぺんに揉みほぐされると、たまらない快感がそこから生まれてくる。

　壬涼の右手は真璃香の胸元を何度も行き来して、そこをしつこいくらいに攻めた。

「やぁ、あッ……！」

「ふふ、感じてるね。俺をすごく締め付けてくる」

「わたし、もッ……だめ、あッ、あ」

「まだだよ、真璃香。本気のセックスの絶頂はこんなもんじゃない」

「あ──！」

　真璃香の腰を抱き寄せ、壬涼はぐっと体を起こした。

「ッ、あ、あッ」

　後ろ向きに彼の膝をまたいで腰を下ろす形になった真璃香は、自分の体重ごと下から突かれて悲鳴のような嬌声を上げた。

「ぁ、あう、あッ、あ」

　固い──シリコンのディルドより芯と熱を持った男のそれが、真璃香の女である部分にはまり込んでいる。

　頭をのけぞらせて喘ぐごとに、ぎゅうっと真璃香はそれをきつく締め付けていく。

　壬涼の唇から色っぽい喘ぎがもれた。

「いいよ、真璃香。もっと俺を気持ちよくして？」

「ぁ、あ！」

　腰を両手で掴まれ、ごつごつと最奥を突かれた真璃香は涙を散らしてよがった。

　壬涼の右手が俺のものだと言わんばかりに剥き出しの乳房を鷲掴み、肩に口付けを落とす。

「もっと君が欲しい。もっと奥まで、もっと高みまで、もっと、もっと」

「ぁ、あッ、あ」

　あまりにも激しい突き上げに体が前に倒れそうになるのを、ベッドについた両手でこらえる。

　後背位と座位の中間のような格好で、真璃香はだらしなく開いた唇から断続的な嬌声を上げ続けた。結合部からはとめどなく愛液が流れ、シーツは幾度か吹いた潮でしっとりと濡れてしまっている。

「壬涼さ──、ッあ、あッ」

　ずる、と腰を掴まれてベッドから引きずり下ろされた真璃香は、ひと際激しく貫かれて甲高い嬌声を上げた。

「ぁう、んぁッ！」

　宙を浮いた爪先がフローリングの床を擦る。

　ベッドにしがみつく形で腰を突き出した真璃香を、立ち上がった壬涼は背後から猛然と追い立てる。

「あ、あッぁ、あふッ、あ！」

　壬涼が踊るように腰を振る度、体の奥がじんじんと痺れるように甘く蕩けていく。彼は両手で掴んだ真璃香の腰を引き寄せ、狂ったように腰を使った。

「あ！　あッ！」

　奥を突かれると目の裏で火花が散る。

「やぁ、あッ──、あ！　あああッ！」

　感極まって喘ぐ真璃香の声に感じ入ったかのように壬涼は微笑み、伸ばした手でその肘の辺りを掴むと上体をのけぞらせるような形で自分の胸に引き寄せた。

「んぁ、あッ……！」

　弓なりに反った背中がきれいな弧を描く。

　上体がしなった分だけ、ぐっと下半身同士が密着した。

「ああッ──」

　脚の間に後ろから突き込まれた壬涼の楔の形を改めて思い知らされる。真璃香が自分の体を支えるためにきゅっと閉じた脚に締め付けられ、壬涼は微かにうめいた。

「ほんとに、最高──」

「あぁ！」

　後ろから羽交い絞めのような形で肩を抱かれ、ひと際奥まで突き上げられた真璃香は顔をゆがめて甘い声を上げた。

「あぁ、あ……！」

　首筋を濡れた舌が滑り落ちる。

　もう、わけがわからない。

「壬涼、さ──！」

　がくがくと揺さぶられ、名前を最後まで呼ぶことすらもかなわない。

「ぁ、あッ！」

「苦しいの、真璃香？」

　ぞっとするほど低く甘い声でささやかれ、真璃香はそれだけでイってしまいそうになる。

「あッ」

　痛いほどに張り詰めた真璃香の乳首を指先で押しつぶし、壬涼は繰り返した。

「こんなに感じてるんだもんね。苦しいくらい気持ちいいんでしょ、真璃香」

「や、あッ、あ！」

　両手で掴み上げられた乳房は男の指の形にゆがみ、淫靡に形を変えていく。

　びくびくと腰が震え、太腿の内側を熱い粘液が伝い落ちた。

「いけない子だね、真璃香。俺はまだ一度もイってないのに、君ばっかりずるいよ？」

　壬涼の指先がそれをすくい取り、敏感な前の突起に塗り付けてくる。

「ひぁ、ああッ」

　触れられた途端、電流のような快感が真璃香を襲った。

「や、そこッ、やめて」

「先にイっちゃったお仕置きだよ」

「やあ、やッ──、あ！」

　逃げようにも後ろから羽交い絞めにされている状態では体をよじることくらいしかできない。壬涼の長い指は秘肉をかき分け、包皮を剥いたそこを指の腹で愛撫する。

「ぁ、やッあ──」

　立っていられないほどの鮮烈な刺激に真璃香はびくびくと脚を痙攣させた。当然、中に収められた壬涼を締め付ける形になり、男の甘くうめく声色がさらに真璃香をあおりたてる。




　ふたりがまぐわいはじめてからどれくらいの時間が経ったのだろうか。

「はぁ、あッ……──」

　使い終えて汚れた避妊具の散らばる枕元に顔を埋めた真璃香は、数度目の絶頂を迎えた壬涼が体内で果てるのを感じながら、ぼんやりと時計に目を向けた。

　夜の八時。

　窓の外はすっかり暗くなって、電気を落とした部屋は闇に満たされている。

「真璃香──……」

　満足げに自分を抱き寄せる壬涼の汗ばんだ胸に寄り添いながら、真璃香は引っ越し先を見つけなければと考えていた。

　契約違反を犯した以上、このまま彼のそばにはいられない。

　絡みついてくる淫らな男の指先に身を任せ、真璃香は彼が飽きるまで貪欲な愛撫に濡れた喘ぎを上げた。






第５章　御曹司の逃避






「よい、しょ……っと」

　持ってきた段ボール箱を床に置き、真璃香は「ふう」と額の汗をぬぐった。

　壬涼のマンションを出て、こじんまりとしたアパートの一室を借りた真璃香は現在、大学の生協でアルバイトをしている。

　注文された本を仕分けしていると、背後から「きゃー！」という女子大生たちの歓声が轟いた。

「ほんとにかっこいい！　なにあれ？　ここの卒業生？」

「えー？　でもあんなにイケメンだったら絶対話題になってるよ。アルバイトの人なんじゃないの？」

「写真！　一緒に撮ってくださいって頼もうよ──って、もう他の子たちに囲まれてるし!?」

「テレビのドッキリとかじゃないのかなあ、どっかにカメラいない？」

　彼女たちが騒いでいる理由はひとつに他ならない。

　真璃香はちら、と肩越しに後ろを振り返った。

「ごめんね、仕事中だから。なにかご用？　入荷した新書の新刊見ていってくれると嬉しいな」

　明らかに場違いとしか言いようのない美貌の男が、ださい生協のエプロンをつけてにこにこと接客をしている。

　まぎれもない、宇能壬涼本人だ。

　彼は人だかりとなった女子大生たちをてきぱきとさばき、買うつもりなどなかったであろう小難しそうなタイトルの新書を数冊まとめて売りつけ、「また来ます！」と手を振る彼女たちを笑顔で送り出す。

「…………」

　あれは絶対に生協の小売店員の仕事ぶりじゃない、ホストとかそういうお客さんをたらしこんで貢がせる系の手口だ。

「自分で体を動かして働くって楽しいね」

　てきぱきと品出しをする壬涼は晴れやかな顔をしている。

「普通はあんなにお客さんに好かれたり、欲しくもない本を快く買っていったりはしてもらえないんですよ壬涼さん……」

　持って生まれた天賦の才によって人生イージーモードな壬涼の前には、世間の荒波なんて存在しないらしい。

　不平等な現実の前にため息をつく真璃香に、当の本人である壬涼はきょとんと首を傾げる。

「そうなの？」

「そうなんです。っていうか、なんで私と一緒にこんなとこで働いてるんです!?　お祖父さんが心配してますよ、早く帰らなきゃ」

　そう──なんと、壬涼は管理人を辞めてマンションを出た真璃香にくっついて家出してしまったのだった。

（本当に！　この人ってば！　なにをやらかすかわかったもんじゃない！）

　しかもさすが不動産業界の御曹司。

　真璃香が借りた部屋も早々に探り当ててしまって、あれよあれよという間に彼の引っ越し荷物が運び込まれて、いまや同棲しているのも同然の状態だった。

　仕事を終えた真璃香は壬涼と一緒にスーパーに寄って夕飯の買い物をしながらぶつくさと文句をこぼす。

「確かに自分で働いてみたらどうですかって言ったのは私ですけど。あれじゃなんの苦労にもならないじゃないですか。もっとこう、働くっていうのはつらくて大変でストレスが溜まって──」

　玉ねぎを手にとって、カートに乗せた買い物カゴに入れる。

「明日仕事行きたくないなあって思ったり、それでも頑張って起きて仕事に行った自分えらい！　って無理やりはげましたりしてなんとかこなしていくものなんですよ……って、壬涼さん？」

　立ち止まって周囲を見回しても姿が見えない。

「どっか行っちゃうし……」

　肩を落としてカゴの中を見る。

　豆乳に豚肉、玉ねぎににんじん。暑くなってきたので、冷製スープが飲みたいと言った壬涼のリクエストだ。

「はあ……、お嬢さまや御曹司が庶民的な生活にカルチャーショックみたいな展開はないわけだ。壬涼さん、普通に暮らせちゃってるもんなあ」

「──真璃香、真璃香」

　呼ばれて顔を上げると、戻ってきた壬涼が手にしたアイスを掲げて微笑んだ。

「これも買っていい？」

「────」

　まるで子どものようにたずねる仕草を不覚にもかわいいと思ってしまった真璃香は、「別にいいですけど」と目を逸らして言った。

「やった」

　嬉しそうにカゴへ入れる壬涼に今度は真璃香がたずねる。

「でも、そんな１００円のアイスでいいんですか？　舌に合わなくありませんか。いつもはもっとお高いのを食べてたんでしょう？」

「いいんだよ。真璃香と一緒に食べるのがいいんだから」

　不意打ちをくらった真璃香が耳まで赤くするのをしり目に、壬涼はカートを受け取ってさっさと会計を済ませてしまった。

（美貌の御曹司がカートを押して、レジ袋に野菜をつめている……）

　似合わないはずの光景だが、あまりに彼が楽しそうにしているので真璃香は不思議な感覚にとらわれる。

　タワーマンションの最上階に閉じ込められ、いつもだるそうに寝転がってモバイルをいじっていた彼の姿と重ならない。

　真璃香の運転する軽自動車でアパートに戻った後、ふたりで手分けして食事の準備を進める。

「壬涼さん、家に帰らなくていいんですか？」

　フランスパンに包丁を入れて輪切りにしつつたずねると、壬涼は鍋をかき回す手を動かしたまま「うーん」と曖昧に首を傾げた。

「帰らなくてもいいんじゃないかな。俺がいなくても会社は回るよ」

「でも、壬涼さんひとりっ子なんでしょう？　跡継ぎがいなくなったらお祖父さんが困るんじゃないですか」

「しーらない」

　とぼける壬涼に、真璃香はちょっと叱るような口調になった。

「壬涼さん、子どもじゃないんですから。いつまでも私の居候じゃ困りますよ」

「誰が困るの？」

「誰って……その、誤解されたら困るじゃないですか」

　実際、お隣に住むおばさんからは「ご夫婦？」だとかの質問を受けて、慌てて否定したのだ。

「俺は困らないもん」

　まあ、そうでしょうね──と真璃香は頬を染めたままため息をつく。

　壬涼は味見をしてから火を止め、慣れた手つきでスープをよそう。ふたりそろって「いただきます」と言ってから食事がはじまった。

「こういうの新鮮だな。普通の家庭みたいで」

「壬涼さん、マンションでも自分で料理作ってたじゃないですか」

「そうだけどさ。スーパーで買い物したり、車で通勤したりって楽しいよ。それに、真璃香が一緒だから」

　ワインではなくお冷やに口を付け、壬涼は遠い目をして言った。

「子どもの頃はずっと、家に帰ると家政婦さんの作ってくれたご飯がテーブルに置いてあるような家だったからなあ。それはそれでおいしかったけどね。でも、出来合いのものを食べるのと感覚としては同じだったから」

「やっぱり、ご両親はお仕事でいそがしかったんですか？」

「というより、一緒に住んでなかったんだよね。うちはさ、母親がお祖父さまの一人娘なんだよ。父親が婿養子」

　壬涼はくすりと苦笑いして、スープの底に残ったにんじんのかけらをフォークの先でもてあそんだ。

「母は俺と同じでね。お祖父さまの選んだ相手と結婚して、形だけの家族にしかなれなかった。いまは外に作った若い愛人と絶賛不倫中。父親は知ってても、立場的に強く言えないしね。ただお祖父さまはそんな母の行動にも、父の弱さにもご立腹でね。それで俺を後継者にって考えるようになったわけだ」

「えっと……じゃあ、壬涼さんの女癖が悪いのはお母さんゆずりだったんですね？」

　真璃香が神妙な顔で言うと、壬涼はとたんに吹き出した。

「いいね、深刻な顔をされるより、そう言ってもらえるほうがよっぽど救われる。君のそういう図太いところ、俺は好きだよ」

「それって褒めてないですよね？」

　頬をふくらませた真璃香が食器を流しに下げると、壬涼は手際よくそれを洗っていく。器用な指使いに見惚れているうちに片づけも終わり、今日は先に壬涼が風呂を使うことになったのだが。

「真璃香ー、シャンプーなくなっちゃった」

「はいはい！」

　慌てて詰め替え用のパックを手にバスルームのドアを開けると、いきなり温かいシャワーが降りかかった。

「きゃあ！」

　びしょ濡れになった真璃香の腕を壬涼の手が掴む。

「いきなり開けるからだよ。ほら、おいで。一緒に入っちゃおうよ」

「……それ、最初から狙ってませんでした？」

　透ける下着を隠すように胸元に腕を添え、真璃香は上目使いに彼をにらんだ。なにも纏わない格好で壬涼は「さあ？」としらばっくれながら真璃香をバスルームに引っ張り込む。

「壬涼さんの部屋と違って、ここじゃ狭いですよ」

「いいよ。その方が密着できるから」

　壁際に真璃香の背を押し付けた壬涼は、濡れたシャツの胸元へと鼻先をもぐり込ませる。ぴくん、と反応する真璃香を愛しげに抱きすくめ、ゆっくりとボタンを外していった。

「…………」

　どきどきする。

　壬涼のマンションで抱かれた時とは違う胸の高鳴り。

「あの、もう契約はないんですよね……？」

　はだけた胸元から胸の谷間が露わになる。

　壬涼は顔を上げ、にこりと笑った。

「もちろん」

「じゃあ、これはどういう関係なんでしょうか」

「なんだろうね？　すごく特別で、代わりが利かなくて、君じゃないと駄目なもの──」

「んッ……」

　真璃香の胸元に顔を埋めた壬涼はそこを吸って赤い跡をつける。

「ぁ──」

　ひとつ、ふたつ。

　しるしが増えていく度に熱が体の奥底からこみ上げてくる。

　壬涼は濡れた下着越しに胸の膨らみを掴み、緩急をつけてそこを弄んだ。首筋を舌が這い、ねっとりと舐め上げてくる。

「ぁ、んぁ」

　びくびくと、真璃香はたまらないとでも言いたげに背を反らした。

「や、ッあ」

　仰向いた唇に壬涼のそれが覆い被さる。

　舌と舌が出会い、濡れた音を立てて絡み合わされる。

　キスされながら胸を揉みしだかれると、下半身がぞくりとわなないた。それを知ってか知らずか、壬涼の手が真璃香の脚をデニムの上からなぞっていく。

「真璃香……」

　熱い吐息で名前を呼ばれ、抱き寄せられた腰がまさぐられる。

「ぁ、はぁ、んッ」

　きつめに尻を揉まれると淫らな声が無自覚にこぼれた。

　割れ目にそって指先が奥へと伝い落ち、敏感な部分を布越しに刺激する。

「ぁ、あッ」

　付け根をぐい、と指で押し込まれ、思わず真璃香は脚を泳がせた。

「やッ、だめ、あッ……やッ──！」

　だが、壬涼のいじわるな指先はさらにそこをぐいぐいと揉みほぐしてくる。水を吸って重くなったデニムの上から執拗に触られているうちに、真璃香の腰がなまめかしく揺れ始めた。

「だめって言ってるのに……！」

　服の上からそうされると、まるで無理やりに犯されているような錯覚がしてくる。壬涼はそれを心得ているようで、すぐには服を脱がさず、今度は前の部分をそっと下から撫で上げた。

「あ、あ……！」

　びくびくと身じろぐ真璃香の顔を間近に覗き込み、その反応を楽しむように微笑む。

「こうされるの好きだよね、真璃香」

「んッ──、ぁ」

　手のひらを使って恥丘を何度も撫でられているうちに、息が上がってしまう。

「いじわる、あッ、んぁ」

「そう言われると、もっといじわるしたくなっちゃうんだよね」

　耳元で壬涼がささやいた直後、ボタンを全て外されたシャツが肩から下ろされて肘の辺りでひとまとめに縛られてしまう。

「え？　やッ……」

「縛られてる格好、すごくそそるよ真璃香」

　両脇の壁に手をつき、こちらを見下ろす壬涼の美しい微笑みにぞくりとした快楽が迸る。

「ぁ……」

　動けない、というのがこれほどまでに淫靡な感覚を生み出すなんて思わなかった。

　真璃香の自由を奪った壬涼は、両腕を後ろ手に拘束することで大きく反った真璃香の胸元に手を置いた。

　まるで壊れやすい陶器を扱うような手つきで下着越しに胸の膨らみに触れる。

「んッ……」

「真璃香のここ、かわいい形をしてるよね」

　他の誰にも言われたことのない台詞を壬涼は平然と吐き、その柔らかさを確かめるように指先を使う。

「ゃ、んぁ」

　もどかしい快感に自然と腰がよじれた。

　立っているのがつらそうな真璃香の脚の間に壬涼の膝が割り込み、そこを強引に刺激する。

「あッ、ん！」

　それだけで、真璃香は軽くいってしまいそうな衝撃を受けた。

「ぁ、あッ」

「気持ちいい？　ねえ、真璃香」

　膝と指を使い、壬涼は二重に真璃香を攻め立てる。

　耳元で意地悪にもささやかれ、真璃香は耳まで赤く染めて唇を噛んだ。

　もどかしい──。

　その気持ちを汲み取ったかのように、壬涼が耳を甘噛みして下着のホックを外す。パチンという音がして胸の緊張感が緩み、こぼれた白い乳房をすかさず男の指先がすくい取った。

「ぁ、あッ」

　直接の愛撫に、真璃香は熱い喘ぎを上げる。

　すぐに頭から下着が抜かれ、邪魔な布を取り去った胸元を貪るような愛撫が蹂躙していく。

「あッ、あ……ぁ、あッ」

　たんねんに膨らみを揉まれ、真璃香は身をくねって感じていることを壬涼に伝えた。後ろ手に拘束されたまま体をよじる動きは淫らに男の欲情を刺激する。

「真璃香──」

　壬涼は堪えきれずに喘ぎ、わずかに腰を前に突き出した。

「────」

　そこに屹立する猛りを見て、真璃香は息を呑む。

「あッ……」

　腕を掴まれ、壁に向かって体の向きを変えられる。

　手が使えないので、真璃香は肩を壁について体を支える体勢になった。不安定な姿勢に身じろぐと、履いていたデニムがぐいっと腿の中ほどまで下げられる。

「ぁ、ッ！」

　残る下着をずらした指先がそのまま中に食い込んできて、出し抜けの感覚に真璃香は叫んだ。

「あ、んぁッ……、ああッ！」

「もういい？　真璃香、君の中に入れさせて」

　ぐい、と指先が襞をかき分け、大きく開かせたそこへそそり立つものがあてがわれる。

「待って、ゴム──……」

「待てない」

「ひ、ぁッ」

　真璃香が拒否するいとまもなく、太くて熱い猛りが真璃香の体内に深々と突き立てられていく。

　直接感じる生々しい感触に真璃香はそれだけでイってしまいそうな衝撃を受けた。

（なにこれ、前と全然違う──！）

　ふたりを隔てる薄い膜はなく、直に粘膜がこすれ合う。

　なんて、生々しい。

　真璃香は奥を突いてくるその感覚に目を見開き、忘我のうちに喘いだ。
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「ぁ、あッ──！」

「んッ……」

　ほとんど慣らされていないはずのそこは十分に濡れていたおかげで壬涼の全てをくわえこむ。そのきつさに彼は微かにうめき、軽く腰を揺すってそこを慣らすように動いた。

「動くよ」

「あッ、ン……ッ」

　立っていられず、よろめく真璃香の腕から拘束していたシャツが取り除かれる。壁に手をついた真璃香の腰を掴み、壬涼は思う存分に腰を使った。

「あ、あッ、ぁ、あ！」

　ぱんぱんと音が鳴るほどに激しく腰を叩きつけられ、真璃香は身も世もなく乱れた。

「や、んぁ、あッ、──あ、ふッ、ぁ、ああッ」

　中へと突っ込んだ状態でぐりぐりと奥を突かれるとたまらない。

　壬涼は真璃香の膝のあたりに纏わりついていたデニムから抜いた片脚を抱え上げ、さらに挿入の角度を深めた。

「ひ、あッ」

　嬌声を上げた真璃香の耳元でささやく。

「ここがいいの？」

「や、あッ、あ」

　ぐりぐりと感じるポイントを突かれ、真璃香は泣き声のような声をもらす。

「やぁ、ひッ、あッ、あ」

「真璃香、すごくいい声が出てる。いいよ、すごくエロい。ねえ、中に出してもいい？」

「だ、めッ……！」

　真璃香は必死で首を振った。

「どうして？　責任とるから」

「あッ──、あッ」

　だめ、と真璃香は拒絶する。

「だめ、それだけは、だめッ……あ、あッ！」

　寸前で抜かれた壬涼の先端から白濁した液体が放たれた。それは真璃香の背を汚し、壬涼自身の脚を伝い落ちていく。

「あーあ、もったいない……」

　壬涼は真璃香の背を汚したそれを指先でぬぐい、舌先で味を確かめる。

「ほら、君も舐めて？」

　ずるずると壁を伝い、力なく床に座り込んでいた真璃香はバスタブの縁に腰かけた壬涼の脚の間に座り込み、精液で汚れた彼自身に舌を這わせた。

「ンッ……」

　裏筋を舐め上げ、先端を喉の奥までくわえこむ間にもそれは力を取り戻し、真璃香の口内を圧迫する。

「んふ、ンッ──、ぁ」

　ぶるッ、と震えながらも懸命に舌を使った。

　生々しい味が舌に広がり、腰の奥にわだかまるような痺れが起こる。絶頂に達していない体は貪欲にこれを欲しがっている。

「真璃香」

　もう一度、とねだる壬涼をにらみ、真璃香は言った。

「ゴムつけてくれなきゃだめです」

「……はーい」




「ふ、あ……ッ」

　先に湯船の中に腰を下ろした壬涼の肩に掴まり、真璃香はそろそろと腰を落としていく。

　そそり立つ中心を自分の指で導き、中途半端にほぐれた秘部に押し当てると喉の奥から喘ぎがこぼれた。

「ぁ、あ──」

　ずぶりと、壬涼を飲み込んでいく。

　湯面から浮いた膝頭を中心に波紋が広がり、ふたりが動く度に大きな波が生まれる。

「や、ッあ」

　下から激しく突き上げられると、こらえきれない嬌声が真璃香の唇から発せられた。のぼせないように水位を減らしてあるため、その度に剥き出しの乳房が淫靡に揺れる。

　その動きを楽しむかのように、壬涼は目を細めてうっとりと微笑んだ。

「──ッ」

　自らの痴態が男の劣情をあおっているのを知り、真璃香の頬に赤みが差す。できるだけ上体を揺らさないようにと思うが、壬涼はいじわるく腰を突き上げてくる。

「ぁ、ッあ！」

「恥ずかしいの？　真璃香」

「んッ……」

　胸を鷲掴みにされ、真璃香は切なげな声を上げた。

　火照った肌を愛撫されると無意識のうちに腰がよじれる。すると、中にくわえこんだ壬涼の存在がより一層明らかとなって真璃香を攻め立てるのだ。

「んぁ……ッ」

　奥の奥まで埋まったその形を思い知らされ、真璃香は淫らに喘いだ。

「壬涼さ、あッ、あッ──」

「かわいい」

　壬涼は真璃香の腕を自分の首に絡ませると、腰を動かしながら唇を重ねる。

「ンッ……ふぁ、あ」

　舌が絡まるタイミングで、腰が突き上げられる。

　ひくひくと真璃香の爪先が痙攣した。きつく締め付けられた方の壬涼はお返しとばかりに掴んだ乳房を甘く揉みしだく。

「んぁ、あッ、ふ──、あッ」

　湯の中に滑り落ちないように、真璃香は懸命に壬涼にしがみついた。

「真璃香──」

　ぐい、と壬涼の両手が腰にまたがる真璃香の尻を指先が食い込むほどにきつく掴んだ。そしてもっと結合が深くなるよう、自分の体に強く押し付ける。

「ンあッ……！」

　途端に、真璃香は背をしならせて天を仰いだ。

　もうこれ以上入らないと思っていたさらに奥をそそり立つ猛りに突かれ、わなわなと唇を震わせる。

「ひ、あッ──！」

「真璃香、もっと君を知りたい。全部俺に見せて」

　反り返った胸の頂きを壬涼の舌がとらえた。

「ぁッ」

　微かな悲鳴にも構わず、舌先で舐め上げたそれを唇に含み、いやらしく吸う。そしてまた外に出しては舌でいじるのを繰り返しているうちに、だんだんと行為は激しさを増していく。

「ぁ、あッ、やあッ、あ」

　音を立てて胸を頬張る壬涼の頭を必死に掴んで抵抗する。

「だめ、やッ──ぁ、あッ」

　その間に下からも突かれ、真璃香はいじらしく身をよじった。その仕草が男の欲望を際限なく引き出していく。

「もっと感じて、わけがわからなくなるくらい──」

「あッ……！」

　壬涼は真璃香の体を仰向けに倒すと、バスタブの縁に頭と両手を預けさせる形で浮いた腰を両手で掴んだ。

「やッ──」

　開いた脚を壬涼の両肩に担がれるような体勢に羞恥を感じて、真璃香は逃げるように身をよじる。

「やめて、こんな──ん、ッあ！」

　自分の全部を彼の目の前にさらした格好で、真璃香は激しい挿入に喘いだ。

「やあ、あッ、あッ！」

　壬涼は抱えた真璃香の腰を自分の方に引きつけ、狂ったように前後に腰を揺する。体を支えていられないほどの衝撃──真璃香の爪先が宙に踊った。

「あッ、んぁ、あッ、あ、あッ」

　もう、ここがどこだかもよくわからなくなってくる。

　何度も突かれた下半身は熱く蕩け、真璃香の意思とは裏腹にくわえこんだ男のものを放すまいと絡みついていく。

「ん──ぁ、あッ、あ」

「真璃香、覚えてる？　駆け落ちしようって言ったよね。俺のものになってよ。好きな所へ連れて行ってあげるから」

　すぐそばにいるはずの壬涼の声がひどく遠くから聞こえる気がする。

「好きな、ところ……？」

「そう。どこだっていいよ。誰も俺たちのことを邪魔しない、綺麗で居心地のいいところへ行こう。こんな狭いバスルームじゃなくて、広々とした空の下で。こんな薄いゴム越しじゃなくて、俺の欲望がたっぷりつまった熱いのを、君のこの胎の中に注ぎ込んであげるから──」

　壬涼の形の良い指先が真璃香の腹をゆっくりとなぞり、下腹部の柔らかい皮膚を愛しげに撫でた。

「ッ……」

　ぞくりとした卑猥な感覚が背筋を迸る。

　それはあまりにも淫らな、獣じみた本能を刺激する誘惑だった。

「だめ、あッ、あ！」

「素直になってよ、真璃香。君だって本当の絶頂を知りたいでしょ？　ねえ、真璃香──？」

「ぁ、あッ、あッ──！」

　壬涼の腰の動きがエスカレートしていって、真璃香は突かれるままに腰をよじり、跳ね、爪先を揺らした。

「や、ッあ、も、わたし、あッ、あ……ッ!!」

　ひと際大きく背がしなり、頭の中が真っ白になるほどの絶頂を迎える。伸ばした脚の爪先がびくびくと震え、数秒がたってから力なく湯に落ちた。






第６章　祖父の愛情






「蓮田さん、どこか旅行でも行くんですか？」

　アルバイトの休憩中、なんとなくスマートフォンをいじって旅行サイトを眺めていた真璃香は一緒に働いている女の子に声をかけられて生返事をした。

「んー、べつにそういうわけじゃないんだけど」

　指先で画面をタップし、目を惹いたバナーをいくつかクリックする。

　バリ島やグアムといった南国の砂浜。

　あるいはヨーロッパの洒落たレンガの街並み。

　もしくは、日本国内の奥ゆかしい風情のある温泉宿など。

（好きなところに行こうっていっても、べつに行きたいところなんてないんだよなあ……）

　サイトを閉じて、ため息をついた。

「ねえ、どこか行きたいところがあるかって聞かれてすぐに答えられる？」

「そうですねえ、やっぱり今なら海外じゃないですか？　私、タイとかベトナムとかの東南アジアに行ってみたいんですよねー」

　屈託なく笑う子に相槌をうちつつ、真璃香は肩をすくめる。

（みんな、そういう風にすぐ答えられるんだなあ。私はだめだな、こういうのって）

　どちらかというと、ただ何事もなく日々が過ぎていってほしいと考えるタイプなのだ。

（だからといって、このままずっと壬涼さんと同棲しているわけにもいかないし……）

　ちら、と真璃香は事務室の隅にいる壬涼に視線を向ける。

　彼は売上管理のアプリケーションがうまく動かないと訴えるチーフに代わってパソコンをいじっていた。

「税率の切り替えがうまくいってなかったんですよ。プログラムに脆弱性があって、使いにくそうなところは俺の方でまとめて直しておきました。これで随分とよくなったと思いますよ」

「うわー、本当だ。すごいね、プログラマー経験あるの？」

「独学ですけどね」

　平然と答える壬涼に、真璃香は呆れてしまう。

　彼がこんなところでアルバイトをしているのはオーバースペックにも程がある。人には適材適所というものがあるのだ。




「家に帰ったほうがいいと思うんです」

　アルバイトからの帰り道、車を運転しながら真璃香はそう話を切り出した。

　助手席で頬杖をついていた壬涼は、きょとんとした顔でたずねる。

「なんで？」

「だって、壬涼さんのこれって家出じゃないですか。お祖父さんも心配してますよ」

「俺はもう成人だよ。親の許可がなくたって仕事につけるし、結婚だってできる」

「────」

　壬涼の口から飛び出した言葉に思わず真璃香はハンドル操作を誤りそうになった。いきなりの蛇行に驚いた後ろの車がクラクションを鳴らす。

「危ないなあ。運転代わろうか」

「だ、大丈夫です」

　真璃香は息を整え、ハンドルを握り締める。

「とにかく、このままじゃ壬涼さんの才能を活かせないじゃないですか。もったいないですよ」

「そうかなあ」

「ああもう、この人全然人の話を聞いてくれない！」

「聞いてるよ。でも、家を継ぐこととかほんとに俺はどうでもいいんだよね」

「それを言ったら私も特に行きたいところなんてないんですよ。なんだか私たち、すごく不毛な話をしてません？」

　ぶっちゃける真璃香に壬涼が吹き出すように笑う気配があった。

「確かに。いまいち噛み合ってないよねえ」

「そりゃそうですよ。育ちが違いすぎますもん。思うんですけど、どこか遠くに行きたいと思ってるのは壬涼さんの方じゃないんですか？」

　真璃香がたずねると、壬涼はめずらしく黙り込んだ。

「駆け落ちしたいっていうのも、私と結婚したいというよりはお祖父さんのところから逃げたいだけのような気がするんです。だから、私……今の壬涼さんと一緒になるのはなんだか間違っているような気がするのかもしれません」

「──真璃香」

　急に壬涼がハンドルを握る手に触れてきたので、どきっとして顔が赤くなる。

「ちょっと、運転中ですよ!?　いくらなんでもこんな時にえっちなことするなんて──」

「違う。アパートの前に車が停まってる。黒塗りの高級車」

「え？」

　とっさにブレーキを踏もうとした真璃香だったが、それよりも先にがくんと車が揺れてタイヤが不自然に横滑りした。

「えッ、えッ!?」

　急にタイヤがパンクしたのだと気づいた時には、もう周囲を黒いスーツを着た男達に囲まれていた。

「な、なんですかこの人たち？　なんだか見覚えがあるような……あッ」

　真璃香の脳裏にひらめいたのは、タワーマンションに壬涼が軟禁されていた時に警備を務めていた男たちだ。

「ってことは、壬涼さんを連れ戻しに？　だからって普通、車をパンクさせますか!?」

「いや、たぶんそうじゃなくて……」

　壬涼は肩をすくめ、コンコンとノックする男に応じて窓を開けた。

「坊ちゃま!!　早くお逃げください。百太様がこの場所を突き止めました。罠をしかけていたのも先方の仕業です。すぐに追手が──」

　その時、ドラマでしか聞いたことのない『バババババババババ!!』というプロペラ音が頭上で鳴り響いた。

　真璃香が慌てて車から降りて空を見上げると、なんとヘリコプターがホバリングしていた。

「え、ええッ!?」

「派手なご登場だなあ」

　呆れた様子の壬涼をしり目に、ヘリコプターのドアが開いてひとりの老人が顔を出す。

「壬涼よ、見つけたぞ！　私の下から逃げ出すなんてひどくはないか!?　お前が赤ん坊のころからあれほど可愛がっていたこの祖父をよくも裏切ったな……！　私はものすごく傷ついたぞ!!」

　拡声器を通じて叫ぶ百太の呼びかけを、壬涼は指で耳をふさいで「聞こえない」と言わんばかりだ。

「ちょっと、壬涼さん！　聞いてあげてくださいよ」

「やだよ」

「やだよじゃないですよ！　ご近所迷惑ですよこれ!?」

　真昼間の住宅街に響き渡るプロペラ音と拡声器を使った老人の訴えに周囲の家から人々が顔を出している。

「やめるように説得してください！」

「そんなこと言ったって、俺が帰らなきゃやまないでしょこれ」

　心の底から嫌そうな顔で、壬涼はとにかく自分が傷ついたと訴え続ける祖父を見上げた。

「やだなあ、あの人って人の話を聞かないんだよ」

「血は争えないんですね……」

「ひどいなあ。俺はあんなことしないよ」

　壬涼は肩をすくめ、取り出したスマートフォンを使ってどこかへ電話をかけた。いったいどこへかけているのだろうと真璃香は首を傾げるが、すぐにずっこけるはめになる。

「お祖父さま？　近所迷惑だからやめてもらえません？」

「携帯繋がるのにわざわざこんな騒動を起こしたんですか!?」

　一般庶民とはレベルの違う祖父孫喧嘩に、真璃香は本気でめまいを覚えて車のルーフにしがみついた。

　既に周囲には人だかりができ始めている。

　ちょうど夕方の通勤時間だから、とにかく人目を引いているのだ。

「……はい、はい。わかりました。じゃあこれから本社に出向くので先に戻って待っていてくださいね。ああ、あとアパートの前の道路にスパイクベルトを設置してましたよね。そちらで責任もって修理の手続きを行うようにお願いしますよ」

　壬涼と祖父の間で話がついたらしく、ヘリコプターはすぐに上昇を始めて東の方向へ飛び去って行った。

「しょうがないから、真璃香も一緒に来て」

「えっ、えっ？」

　黒服の運転する車の後部座席に壬涼と一緒に乗り込むことになった真璃香は戸惑うままにたずねた。

「でも、車は？」

「レッカー呼ばせるから。ちょっと遠いけど、うちの本社ビルまで付き合ってよ」

「本社ビルっていうと……」




　高速を飛ばしてたどりついたのは、都内の一等地。

　壬涼に手を引かれて車を降りた真璃香は夕空に向かってそびえたつ高層ビルを見上げ、愕然としてつぶやいた。

「宇能不動産本社ビル……い、一番上まで見えない……」

「高さ三百メートルを超す国内トップクラスの超高層ビル。一代で富を築き上げた宇能百太のお城だよ」

　壬涼がエントランスの自動ドアをくぐると、受付にいた社員が総立ちになって一斉に頭を下げた。

「お帰りなさいませ、壬涼さま」

「お帰りなさいませ！」

　唱和される挨拶を平然と受け止め、壬涼は颯爽とゲートをくぐり抜けていった。

「こちらをどうぞ」

　真璃香の前に進み出た社員が襟元にゲスト用の小さなバッチをつけてくれる。これがないとゲートが開かない仕組みらしい。

「壬涼さんって本当に御曹司だったんだ……」

　もちろんタワーマンションの最上階を独占するオーナーという時点でそれはわかっていたはずなのだが、こうして第三者がかしずいているところを目の当たりにすると改めて実感させられる。

（私、場違いじゃないかな……）

　ふたりの話し合いが終わるまでそのへんのロビーで待っていようかと思ったのだが、壬涼がエレベーターホールで手招きするので仕方なく一緒に乗り込む。

「うわあ……！」

　東京湾に向かってガラス張りになっているエレベーターの外には、思わず感嘆してしまうほどの絶景が広がっていた。

「すごい、綺麗ですねえ」

　すると、壬涼はくすくすとからかうように笑う。

「真璃香は無邪気だね」

「おのぼりさんみたいですみませんでした」

「褒めてるんだよ」

「ッ……」

　不意に後ろから抱きすくめられ、真璃香はどきりとして頬を赤らめた。

「あの、ちょっと壬涼さん。これからお祖父さまと話すっていうのに──」

　後ろから伸びる壬涼の腕に閉じ込められた真璃香は、ガラス面に手をついて身をよじった。明らかな意図を持った手のひらが腰から腿のあたりを探ってきたからだ。

「おっと、着いちゃった」

　ポーンという甲高い電子音とともにドアが開き、壬涼は何事もなかったかのようにエレベーターを降りていく。

「まったくもう……！」

　乱されたシャツの裾を直しながら真璃香が後をついていくと、最も奥まったところにある重厚な扉の先──会長室で宇能百太は壬涼を待っていた。

「お久しぶりです、お祖父さま」

　壬涼が投げやりに言うと、百太のこめかみがぴくりと動いた。

「なにをそらぞらしい……お前がいなくなってからずっと、私がどれだけ心配したのかわかっておるのか？」

「そりゃあ、お祖父さまの溺愛っぷりは身をもってわかってますから。家出するのが遅かったくらいですよ。もっと早くこうしていればよかった」

「ぐぬッ……！」

「だいたい、今時世襲っていうのも時代遅れだと思いません？　お祖父さまのコネがなくてもインターネットを通じて金はいくらでも稼げるんですよ。旧態依然とした不動産業なんて俺からしたらなんの魅力もありません」

「ふがッ……!?」

　ショックを受けてわなわなと震える百太を哀れに感じ、真璃香は慌てて壬涼の袖を掴んだ。

「──ちょっと、壬涼さん。仲直りしにきたんじゃないんですか!?　これじゃお祖父さんがかわいそうですよ」

「こういう人にはがつんと言ってやらないとわからないんだよ」

「でも、壬涼さんのことを考えてくれてるんですから……」

「余計なお世話だね」

　とりつくしまのない壬涼に真璃香は頭を抱えてしまう。

　他人である真璃香ですらこの有り様なのだから、血の繋がった祖父である百太の苦悩は計り知れない。

　ばんッと机をたたいて立ち上がった百太は青筋を立てて怒鳴る。

「育て方を間違ったようだな。いいだろう、かくなるうえはお前を教育し直してやるぞ壬涼！　皆の者、壬涼の身柄を捕らえて私の目の届くところに閉じ込めておくのだ。絶対に外に出してはならんぞ！」




「あーあ、めんどくさいことになっちゃったなあ」

　鍵のかけられた部屋に放り込まれた壬涼は、ソファに腰を下ろして髪をかき上げる。

　どうやら、ここは社員の仮眠に使われるような休憩室のひとつらしい。奥にはベッドや冷蔵庫もあってホテルの一室のような雰囲気だ。

「そのわりにはあんまり困ってるように見えませんけど？」

　真璃香もつかれてしまって、冷蔵庫を勝手に漁って見つけた缶ビールを空けて口を付けながらの質問だった。

「出られるあてはあるんですか？」

「まあね。金さえあればたいていのことはどうにかなるんだよ」

　事もなげに言うと、壬涼はソファのひじ掛けに頬杖をついて真璃香を見つめる。

「それにしても、君がお祖父さまの肩を持つとは思わなかったな。ひどいごうつくばりだよあの人は。そうでなきゃ、こんなビルなんて建てられない」

「それはそうかもしれないですけど。でも、壬涼さんのことを大切に思ってるのは間違いないと思うんですよね……だって、実際に壬涼さんって放っておけないところがあるっていうか……許嫁さんのことも、お祖父さんは一生懸命に釣り合ういい人を探してくれようとしてたんですよ、きっと。そうでもしなきゃ、壬涼さんてずるずると身を持ち崩していっちゃいそうで……」

　途中で真璃香が言葉を切ったのは、壬涼が腰に腕を回してきたからだ。

「あの、私は真面目な話をしてるんですよ。そういうところがだめなんですってば！」

「じゃあ、一緒にいてよ」

　真璃香の腰を抱き寄せた壬涼は悪びれもせずに言った。

「壬涼さん？」

「俺がだらしない生活をしないように真璃香が見守ってて？　そうしたら、お祖父さまのところへ戻ってやってもいいよ」

「ちょっと、壬涼さ……ッ」

　ぐい、と腕を引かれ、手に持っていた缶ビールが床に落ちた。高そうなフローリングが濡れていくのも構わず、壬涼の唇が真璃香の首筋をなぞる。

　さんざん慣らされた体はそれだけでぞくりとした欲情を真璃香に呼び起こさせた。

「だめ、まだ話の途中で……！」

「だって、真璃香が答えてくれないんだもん。だから体の方に聞くんだよ」

「あッ──」

　シャツの裾からもぐりこんだ手のひらが胸をまさぐる。

　息を呑んで動きを止めた隙に、真璃香の体を後ろ向きに膝の上へ座らせた壬涼は乱したズボンの中へと指先を忍ばせた。

「だめ、やッ……！」

「ほんとに？　ねえ、真璃香。もし俺と一緒に来るのが嫌ならイっちゃだめだよ。我慢できるの？」

「や──ッ……」

　くちゅ、と指先で内壁を擦られ、真璃香はびくんと腰を揺らした。

「ぁ、あッ」

「ほら、もう濡れてきた」

　卑猥な音に耳までもが犯される。

「んぁ、はあッ」

　真璃香は壬涼の手首を掴み、それ以上奥へ入り込めないように引き留めようとした。

（こんなの、ずるい──）

　必死で耐えれば耐えるほど、体の感度は否応にも高まっていく。

「ぁ、あ！」

　激しく中をかき回され、真璃香は切なく顔をゆがめた。

「ほら、我慢できないでしょ？」

　壬涼が薄っすらと微笑み、耳たぶを甘く噛む。

「もう俺がいなきゃだめな体になってるんだよ、真璃香は。駆け落ちはいや、実家に帰れって言うなら折衷案はひとつしかない。君が俺の新しい許嫁になるんだ。そして、ずっと俺のそばにいてこのだらしない下半身を管理して？」

「あ──」

　壬涼に導かれた右手がズボン越しに固く怒張する雄の象徴に触れた。

「壬涼、さ……」

　ぎゅっと握らされると、布越しに熱が伝わってくる。

「……それ、今までとなにも変わらないんじゃないですか？」

　翻弄されているのがくやしい。

　確かに、真璃香の体はこれを欲している──こんな状況だというのに、いますぐに彼のズボンのベルトを解いて直接触れたくてたまらない。

　意地悪な問いかけに、壬涼も悪魔のような微笑みを返した。抱き寄せた耳元で甘くささやきながら、真璃香の纏う衣服を脚から抜き去っていく。

「違うな。許嫁なら、こんなことをしても構わないんだ」

　彼はズボンの前をくつろげ、指で広げた真璃香の秘部へと若くそそり立つ性器を生で挿入していった。

　真璃香が拒む余裕も与えず、温かくきつい体内へと全てを収めきってしまう。

「……ッ！」

　ゴム越しとはまるで違う生々しい肉感に、真璃香は悲鳴をこらえるように両手で口を覆った。犯されている。女という性を目覚めさせるために必要な儀式にも似た情交が始まる。

「ンッ……ふぅ、ぁッ」

　掴んだ腰を引き付け、激しく突き上げる壬涼の動きに合わせて押し殺した嬌声が室内に響いた。

「あ、ンッ──」

「君の中は最高だよ、真璃香。わかる？　俺のが子宮の入口を突いてるの。ここにいっぱい、精子をそそいであげるね」

　ぞくぞくするほど、壬涼の声色は艶やかで色っぽい。

　真璃香が懸命に首を横に振ると、彼は意地悪く繋がった部分を指でなぞった。

「だって、もう真璃香ってばイっちゃってるじゃない。ほら、俺をくわえてるとこ、いっぱい濡れてる」

「んぁ、あ……ッ！」

　濡れた指先でぎっちりと壬涼のものを飲み込んでいる場所をたどられ、真璃香はこらえきれずに喘いだ。

　壬涼はもう片方の手で熟れた乳房を愛撫しながら、「ずるいな」とささやく。

「真璃香ばっかりイっちゃってさ。俺もいいよね、出すよ、ほら──」

「あぁ、あッ──────!!」

　真璃香は目を見開き、胎内に向かって迸る熱い飛沫の感覚に身をすくませた。放出は何度か続き、誰も汚したことのなかった真璃香の中を白く染めていく。

「ひぁ、あッ……」

　体の中を熱い滴が伝い落ちていくのがわかる──。

「壬涼さんのばか、きらいッ……！」

「真璃香」

　背後から抱きしめられつつ、後からこぼれてくる涙を手の甲でぬぐった。

「こんなことされて、私、もう壬涼さんに責任取ってもらうしかないじゃないですか」

「だから取るって言ってるじゃない。それに、これでお祖父さまとの問題も解決だしね」

「え？」

　真璃香が顔を上げると、壬涼は天井の隅の辺りを見上げている。目を凝らすと、なにか黒い筒のようなものがあった。

　まさか、と青ざめる真璃香を差し置いて壬涼が告げる。

「監視カメラで全部見てたんでしょ、お祖父さま？　見ての通り、真璃香を許嫁として認めてくれるなら帰ってあげるよ。まあ、認めないって言っても俺の子どもができるまでガンガン中に出しちゃうけどね。さすがにひ孫ができたら、認めざるを得ないでしょ？」





エピローグ




「それで、宇能さんのお祖父さんは蓮田さんのこと認めてくれたんですか？　脅迫じゃないですかー！」

　後日、壬涼と一緒にタワーマンションに戻った真璃香は事情を聞いた沙彩の反応に心の底から同意した。

「かわいい孫には逆らえないんだよ、かわいそうに……」

　コーヒーのマグカップを持つ左手の薬指にはダイヤの婚約指輪が輝いている。宇能百太の許可を得た壬涼はさっそく購入してきたそれを真璃香に贈ったのだ。

　そして──。

「ただいま」

　夜遅くなってからスーツ姿で帰宅した壬涼を、先に夕飯とお風呂を済ませていた真璃香が出迎える。

　前とは違い、壬涼はきちんと祖父の会社の役員会に顔を出すようになった。

「おつかれさまです」

「今日は頑張ったから、真璃香に癒してほしいなあ」

　甘えたように言って後ろから抱き着いてくる壬涼にため息をつき、「明日も早いんでしょう？」と真璃香は軽くあしらった。

「おや、冷たいね」

「そうじゃなくて、壬涼さんの体のためを思って──きゃあッ」

　問答無用で横抱きにした真璃香を、壬涼は自分のベッドに放り出して組み敷いた。こちらの抵抗などまるで構わず、体中に手を這わせてくる。

「ちょっと、壬涼さん。怒りますよ……！」

「おや、こわい」

　まくり上げた背中に舌を落とし、そこをいやらしく舐めていく。

「せっかくお風呂に入ったのに……ッ」

「大丈夫。俺が綺麗に洗ってあげるよ。だからいっぱい汚してもいいよね？」

　壬涼は悪気のない声でささやき、ごそごそと自分のものを取り出して軽く手のひらでしごいた。

　若いそれは見る間にそそり立ち、先走りの蜜を滴らせる。

　壬涼は恥ずかしげもなく勃起した己をさらしたまま、真璃香のシャツの胸元をはだけ、下着を剥ぎ取った。

　まさか、と思っているうちに彼はそれを真璃香の胸の谷間に挟み、掴み上げた乳房を使って慰め始める。

「いや、ぁッ──あッ」

　ぞくりとした感覚が背筋を這い上がった。

（壬涼さんのが、胸に擦れて──もっと、おっきくなって──！）

　指や手とは違う、もっと欲望に直結する器官で胸をいじられ、真璃香はたまらず身をよじった。

「やめ、てッ……！　もう、変態……！」

「だって気持ちいいんだもん。真璃香のここもほら、ぷっくりと勃ってきた」

「あッ」

　両手で掴んだ乳房の頂きにある熟れた乳首を、人差し指と中指で挟んで器用に刺激する。くすくすと笑って自分のものを慰める壬涼は無邪気なエロティシズムで真璃香を翻弄し、追い上げていく。

「いや、あぁッ……！」

　胸を鷲掴まれ、挟み込まされた男のものをなぶる真璃香の表情が淫らにゆがんだ。

　壬涼はぞくぞくと感じ入るように笑みを浮かべ、そのまま精を解き放つ。

「ぁ、あッ」

　白濁した液体に顔と胸を汚された真璃香は、とろんとした目で胸を喘がせた。

「綺麗だよ、真璃香」

　ぞっとするほど美しい声色で告げ、壬涼はスーツのジャケットを脱ぐとネクタイの結び目に指を入れてぐっと首元を緩めた。

「もっと、俺だけのものにしたいな。ねえ、真璃香──？」

「ぁ、ッ」

　うつ伏せにされ、突き出した尻の割れ目にそって下半身を愛撫される。

　真璃香はシーツに頬を押し付け、もどかしい感覚に打ち震えた。

「じらさ、ないで……ッ」

　前戯によって既にそこはぬるりと下着を濡らし、受け入れる準備は整っている。ズボンを引きずり下ろされ、指によって開かれた秘部が外気に触れたその刺激だけで真璃香は気をやってしまいそうになった。

「欲しいの？」

「……ッ」

　懇願するような目で訴えるも、壬涼はあっさりと言った。

「まだだめ。代わりにこれで凌いでおいてよ」

　その瞬間、ぐっと突き込まれたものの感覚に真璃香は目を見張る。

　形は──似ている。だが、壬涼のそれとは温もりも固さも違う、シリコン製のディルド──思わず声を上げた。

「それ、まだ持ってたんですか!?」

「ふふ、たまにはいいでしょ？」

　ぐり、と回転させながら奥まで突っ込まれ、真璃香は淫らな悲鳴を上げた。

「や、あッ！」

「これだと手で使えるから、腰を振るのよりも細かい動きができるよね。たっぷりローションを塗り込んでおいたから、痛くないでしょ？　ね、するっと入っちゃった」

　壬涼の言う通り、ぬるぬると滑るディルドは真璃香の中をすんなりと行き来する。

「ぁ、あ！　あッ！」

　泣き声に近い喘ぎを漏らす真璃香に壬涼はくすりと微笑む。

「スムーズすぎて物足りない？　真璃香も淫乱な体になっちゃったね。ほら、こんなに奥まで入っちゃった」

「あ──！」

　根本まで突き込んだディルドの前方には突起がついていて、それで小さな陰核を刺激できるようなつくりになっている。

　シリコンの玩具でそこをぐりぐりとなぶられた真璃香は耐えきれずに嬌声を上げた。

「や、あッ、あ……！」

　ディルドを抜かれた途端に激しい水音がして、真璃香の腿を噴き出した潮が濡らしていく。

「いやッ──」

　羞恥に顔を背けようとする顎を、壬涼の手のひらにとらえられた。

「いいんだよ、それで。今日はいっぱい汚してあげるって言ったでしょ？　ほら、こんなに綺麗になった」

「ん、ふッ……」

　唇を貪りながらシャツを脱ぎ捨てた壬涼は、上半身裸になって横向きに寝かせた真璃香の背後から挿入を開始した。

「ぁ、あ──！」

　片脚を持ち上げ、開かせた付け根に遠慮なくそそり立った己を突き立てる。

　まるで、串刺しにされた生贄の気分──。

　たかがひとつの器官を支配されているだけなのに、全身の神経がそこに集中していく。

　真璃香の体はもはや、壬涼の気分ひとつでどうにでも左右されてしまう運命にあるも同然だった。

「ぁ、あッ、はぁ」

「どんな感じがするの？」

「ッ……奥、当たって、気持ち、い……ッ」

　ようやく欲しいものを与えられた真璃香の声色に歓喜の色がにじむのを、彼は満足げに聞き届けた。

「俺も。真璃香の中、すっごく気持ちいいよ」

　ゆっくりと動きながら耳元へささやく。

「動くたびに絡みついてくる。淫乱だね、真璃香のここは」

「やッ……！」

　言葉で耳を犯され、真璃香は首を振る。

　そんな抵抗も意に介さず、壬涼は腰を動かし続けた。

「ずっと一緒にいようね、真璃香。君の中に俺の全部を預けさせて」

「ぁ、あッ、ん、あ、あッ！」

　次第に激しくなっていく抽挿に、真璃香の唇からはひっきりなしに淫靡な喘ぎが零れ落ちる。

（嫌だなんて言わせないくせに……！）

　いつも翻弄されるばかりの自分が悔しくて、けれどそんな彼が愛しくもあって、真璃香は降参したかのように彼の全てを受け入れる。
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「ぁ、ああッ……!!」

　幾度も精を放たれ、ぐったりとベッドに横たわる真璃香を労るように壬涼は自分の腕を枕にして優しく抱き寄せる。

「……馬鹿は死ななきゃ治らないって言いますけど、変態はどうやったら治るんですかね……？」

「死んでも治らないんじゃない？　だからずっと一緒にいなくちゃだめだよ、真璃香」

「なんでですか？」

「君以外にその変態の管理をできる女はいないからだよ」

　悪びれもせずに言い切る壬涼に真璃香は心の底から呆れかえりつつ、それでもどこか優しい気持ちになって彼の髪を撫でる。

「御曹司さま専用のコンシェルジュですね、私は」

「そういうこと」

　軽くついばむようなキス。

　真璃香は甘いため息をついて、彼の腕に頭を預けたまま眠りについた。





終わり







あとがき




　ついこの間まで半袖だったのに、突然冷え込んできたのであわててこたつを出して丸くなって温まっているツヅキです。

　今作『御曹司専用のラヴ・コンシェルジュ～性欲管理はお任せあれッ！～』をお読みいただき、ありがとうございます。

　この本を書いている時は残暑が厳しく、海とか水着とかいいなぁ～と思ってせっせと濡れ場を進めていたのですが、発売される頃にはお鍋がおいしくなる季節が到来してしまっていますね……我が家では鶏の手羽元を白菜やしいたけと一緒に水炊きにするのが定番です。




　今回は初！　現代ものということでいろいろと頑張ったので楽しんでお読み頂けたならうれしいです。

　蘭あららぎ 蒼そう史し先生、美麗イラストをありがとうございました！

　ヒロインの下着が黒という采配に慄きました。かっこ良すぎだろう……ほんとにありがとうございます。素敵に描いて頂けて果報者です。




　編集さまにも大変お世話になりました。

　執筆時に使っていた『コンシュルジュ』という言い方よりも『コンシェルジュ』の方が一般的ですよと教えて頂いたので、完成本ではそちらに直っていると思います。

　いつもご指摘ありがとうございます。

『蜜月記』の時はおかげさまで中世には中国に存在しないじゃがいもが里いもに修正されたりと、大変お世話になっております……うっ、もっと勉強せねば……。




　精進いたします、それではまた。




二〇一九年　十一月某日


ツヅキ








トパーズノベルス

同時配信二〇一九年十一月二九日配信予定
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社内蜜愛～ふたりきりの秘密の作戦会議～


【書下ろし・イラスト十枚入り】







　著作：如月一花

　イラスト：南香かをり







　「二人きりで、秘密の作戦会議をしないか？」







　　大手住宅営業部に勤める高たか木ぎ夏か恋れんは、同僚の近こん藤どう鼓つづみに「秘密の作戦会議」へ誘われる。仕事の話のはずが、彼の手料理を一緒に食べたり、デートをしたりまるで恋人みたい。そして、彼が近藤財閥の御曹司だと知らされて…!?








トパーズノベルス

近日配信二〇一九年十二月二九日配信予定







女装王太子の甘美な淫愛（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：麻倉とわ　　イラスト：小路龍流







　「彼女とはもっと色々しているのだろう？　キスよりもずっと淫らで激しいことを」







　　　父に疎まれ孤独な王女のマルガレーテは、隣国の王太子エルンストへ嫁がされる。しかし極度の男性不信で夫婦関係は結べないでいた。そんなある日、エルンストに似た女性に窮地を救われ、それをきっかけに恋愛の手管を教わることになり──！








身代わりの温もりはウォッカの香りに溶けて（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：葉月ぱん　　イラスト：蘭　蒼史







　「誰かの代わりじゃなく、君が欲しい。いや、僕のものにしたいんだ」







　　　失恋によって泥酔した高たか野の三み依よりは、素性不明の男・利と賀が健けん太た朗ろうの部屋で目を覚ます。初対面で告白する彼に困惑する三依はその夜、彼の家を再訪する。しかし答えの決まらない彼女に、健太朗は温もりの代役を買って出て……？







トパーズノベルス

御曹司専用のラヴ・コンシェルジュ～性欲管理はお任せあれッ！～
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